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一
採
買
・
食
儲
政
策
の
推
移
1

山

本

進

門
要
約
）
　
譜
代
前
期
の
経
済
政
策
の
中
で
最
も
重
視
さ
れ
た
の
は
、
次
第
に
発
達
し
つ
つ
あ
る
地
域
間
分
業
に
対
応
し
、
米
穀
等
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
こ
と
、
即
ち
平
羅
政
策
で
あ
っ
た
。
平
羅
政
策
は
、
翠
蓋
末
頃
よ
り
本
格
的
に
閥
始
さ
れ
、
雍
正
初
期
に
は
、
産
米
地
よ
り
大
量
の
米
穀
を
緊
急
移
入

す
る
採
買
政
策
が
模
索
さ
れ
た
が
、
買
付
け
先
で
激
し
い
米
価
騰
貴
を
招
く
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
冥
福
中
期
以
降
、
平
蒔
よ
り
平
羅
用
米
穀
を
常
平
倉

等
に
備
蓄
し
て
お
く
欝
欝
政
策
に
力
点
が
移
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
特
定
地
域
の
米
貴
は
回
避
さ
れ
た
が
、
米
貴
が
全
国
に
拡
散
す
る
と
い
う
新
た

な
問
題
が
発
生
し
、
乾
隆
初
期
に
倉
儲
の
削
減
が
論
議
さ
れ
た
。
し
か
し
、
倉
儲
削
減
案
は
裁
可
さ
れ
た
も
の
の
実
行
に
は
移
さ
れ
ず
、
結
局
、
警
護
政

策
は
、
米
価
の
漸
増
を
伴
い
な
が
ら
乾
隆
末
年
ま
で
一
貫
し
て
推
進
さ
れ
た
。
清
朝
が
、
経
済
的
に
優
れ
た
至
尊
政
策
を
捨
て
、
安
全
だ
が
不
経
済
な
倉

儲
政
策
を
採
っ
た
の
は
、
地
方
当
局
の
経
済
的
分
権
化
を
抑
止
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
史
林
　
七
【
巻
五
号
　
一
九
八
八
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

お
よ
そ
、
国
家
は
、
社
会
全
般
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
、
情
況
に
応
じ
て
様
々
な
政
策
を
随
時
選
択
・
実
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
経
済
的

秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
然
る
べ
き
経
済
政
策
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
濡
鼠
に
お
け
る
経
済
政
策
の
う
ち
、
最
も
枢
要
な
位

置
を
占
め
て
い
た
の
は
、
億
を
超
え
る
人
口
に
対
し
食
糧
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
食
糧
政
策
で
あ
っ
た
。
清
朝
は
、
食
糧
政

策
に
お
い
て
、
被
災
特
の
賑
櫨
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
更
に
、
常
時
穀
物
価
格
を
調
査
し
、
穀
価
が
騰
貴
し
た
際
に
は
、
官
業
を
出
了
し
て
需
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給
の
逼
迫
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
平
羅
に
も
重
点
を
置
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
平
羅
政
策
の
中
で
最
も
重
視
さ
れ
て
い
た
の
が
、
本

稿
で
と
り
あ
げ
る
採
買
政
策
お
よ
び
倉
儲
政
策
で
あ
る
。

　
さ
て
、
「
採
買
」
と
は
、
一
般
に
、
国
家
が
そ
の
必
要
と
す
る
商
品
を
市
場
よ
り
代
価
を
支
払
っ
て
購
入
す
る
こ
と
を
言
う
。
平
等
政
策
の

場
合
、
買
付
け
の
対
象
と
な
る
の
は
、
民
需
用
の
穀
物
（
大
半
は
米
穀
）
で
あ
る
。
採
買
さ
れ
た
米
穀
は
、
直
ち
に
平
茸
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、

常
平
倉
な
ど
に
プ
ー
ル
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
便
宜
的
に
前
者
を
採
種
政
策
、
後
者
を
皇
儲
政
策
と
呼
称
し
て
い
る
。
採
算
政
策

は
、
被
災
時
に
米
価
の
賎
い
地
方
か
ら
米
穀
を
緊
急
移
入
す
る
措
置
で
あ
り
、
言
わ
ば
空
間
的
価
格
差
を
利
用
し
た
平
羅
で
あ
る
。
こ
れ
と
は

対
称
的
に
、
罪
報
政
策
は
、
災
害
時
に
備
え
平
常
よ
り
域
内
の
米
穀
を
収
買
貯
蔵
し
て
お
く
措
置
で
あ
り
、
言
わ
ば
時
間
的
価
格
差
を
利
用
し

た
平
羅
で
あ
る
。
た
だ
、
隔
地
問
流
通
の
展
開
に
伴
い
、
特
定
の
地
域
で
は
、
遠
隔
地
よ
り
米
穀
を
採
買
し
て
倉
庫
を
充
実
す
る
措
置
も
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
措
置
を
倉
儲
政
策
の
範
疇
に
入
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
採
買
や
倉
石
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
安
部
健
夫
・
星
斌
夫
両
氏
が
、
膨
大
な
史
実
を
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
経
済
政
策
史
と
し
て
の

評
価
は
、
十
分
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
岸
本
美
緒
氏
は
、
採
買
・
倉
儲
を
食
糧
政
策
の
文
脈
上
に
位
置
づ
け
る
試
み
を
さ
れ

②た
。
倶
し
、
岸
本
民
は
、
主
と
し
て
経
済
に
対
す
る
国
家
の
介
入
・
非
介
入
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
清
朝
が
如
何
な
る
政
策
路
線
を
選
択
し

た
の
か
（
経
済
政
策
の
方
向
性
）
は
、
問
題
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
の
課
題
は
、
安
部
・
星
両
氏
が
提
示
さ
れ
た
豊
富
な
実
証
的
成
果
を
基

礎
と
し
、
岸
本
氏
が
敢
え
て
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
穿
初
食
糧
政
策
の
軌
跡
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
採
買
・
倉
儲
政
策
は
、
米
穀
市
場
へ
の
介
入
を
通
し
て
実
現
さ
れ
る
政
策
で
あ
る
か
ら
、
国
家
と
商
人
・
商
業
資
本
と
の
関
係
も
ま
た
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
明
清
代
の
商
人
は
、
国
家
に
寄
生
し
た
前
期
的
商
人
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
支
配
的
見
解
で
あ
っ
た
。
国
家

と
商
人
と
は
、
癒
着
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
一
方
、
吉
田
法
一
氏
は
、
商
人
を
専
制
国
家
と
結
ぶ
特
権
的
大
商
人
と
、
小
商
品
生

産
者
と
結
ぶ
農
民
的
商
人
と
に
類
別
し
、
国
家
は
、
自
ら
の
経
済
的
基
盤
で
あ
る
農
民
層
の
分
解
・
没
落
を
防
止
し
、
財
政
を
維
持
し
続
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
め
、
特
権
的
大
商
人
と
結
合
す
る
と
と
も
に
、
農
民
的
商
人
を
抑
圧
し
た
、
と
考
え
ら
れ
た
。
確
か
に
、
外
国
貿
易
や
専
売
品
流
通
は
、
国

39　（715）



家
の
統
制
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
通
説
や
票
田
説
が
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
米
穀
な
ど
一
般
商
品
の
流
通
に

つ
い
て
は
、
両
説
は
果
し
て
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
採
捕
・
倉
儲
政
策
の
検
討
を
通
し
て
、
国
家
の
商
品
流
通
・
商
業
資
本
に
対
す
る
態
度

に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
第
二
の
課
題
で
あ
る
。

①
採
買
に
つ
い
て
は
、
安
部
健
夫
「
米
穀
需
給
の
研
究
ー
ー
『
雍
正
史
』
の
三
早

　
と
し
て
み
た
一
」
『
東
洋
史
研
究
』
一
五
一
照
　
一
九
五
七
年
（
安
部
『
町
代

　
史
の
研
究
隠
　
一
九
七
一
年
、
東
洋
史
研
究
会
編
『
雍
正
時
代
の
研
究
』
　
一
九

　
八
六
年
）
。
倉
儲
に
つ
い
て
は
、
星
斌
夫
『
中
国
社
会
福
祉
政
策
学
の
研
究
－

　
清
代
の
賑
済
倉
を
中
心
に
一
』
　
一
九
八
五
年
。

②
　
岸
本
美
緒
「
清
朝
中
期
経
済
政
策
の
基
調
一
一
七
四
〇
年
代
の
食
糧
間
題
を

　
中
心
に
一
」
『
近
き
に
在
り
て
』
一
一
　
一
九
入
七
年
。

③
　
最
も
有
名
な
研
究
と
し
て
、
藤
井
宏
「
新
安
商
人
の
研
究
」
『
東
洋
学
報
』
三

　
六
－
一
・
二
・
三
・
四
　
一
九
五
三
・
五
四
年
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

④
吉
田
法
一
「
中
国
前
近
代
史
理
解
の
た
め
の
一
視
点
」
『
歴
史
地
理
数
量
』
三

　
九
二
　
　
一
九
八
六
年
。

40　（716）

網
　
清
初
の
平
羅
政
策

　
採
買
・
倉
儲
政
策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
に
先
だ
ち
、
製
革
の
平
羅
政
策
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
嘉
慶
『
大
垣
会
典
』
は
、
荒
政
を
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
＝
一
項
に
分
類
し
て
い
る
。

　
一
　
備
禮
　
　
二
　
除
蘂
　
　
三
　
救
災
　
　
四
　
発
賑
　
　
五
　
減
羅
　
　
六
　
出
貸
　
　
七
　
鰯
賦
　
　
八
　
緩
徴
　
　
九
　
通
商

　
一
〇
　
勧
輸
　
　
　
一
一
　
興
工
　
　
一
二
　
集
流
亡

こ
の
う
ち
、
減
羅
の
項
に
は
、

　
歳
轍
に
て
米
価
騰
貴
す
れ
ば
、
常
平
倉
穀
を
出
帯
せ
よ
。
督
撫
は
二
形
を
確
饗
し
、
常
盤
の
平
話
の
市
価
に
照
ら
し
て
例
減
し
た
る
よ
り
の
外
、
再
び
応

　
に
減
ら
す
べ
き
の
数
を
酌
齢
し
、
具
奏
し
て
出
凝
せ
よ
。
如
し
倉
穀
足
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
絡
を
動
か
し
隣
省
に
赴
き
て
採
買
出
帯
せ
よ
。
事
竣
わ
ら
ぼ
、
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
穀
を
動
か
せ
る
者
は
穀
を
羅
い
て
還
倉
し
、
庫
絡
を
動
か
せ
る
者
は
銀
に
易
え
て
帰
資
せ
よ
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
米
価
が
騰
貴
す
る
と
、
ま
ず
常
平
倉
穀
を
出
齢
し
、
弁
識
が
平
羅
の
用
に
足
り
な
い
場
合
は
、
司
庫
銀
を
動
照
し
て
早
筆
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よ
り
米
穀
を
採
摩
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
採
買
政
策
は
、
国
璽
上
は
、
常
平
倉
穀
の
不
足
を
補
う
た
め
の
補
助
的
手
段
で
あ
り
、
平

羅
の
基
本
は
倉
儲
政
策
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
執
行
責
任
者
は
、
当
該
地
方
の
総
督
・
巡
撫
で
あ
り
、
採
買
の
費
用
は
、
布
政
司
庫
に
収
貯
さ

れ
て
い
る
国
家
財
政
か
ら
の
借
用
で
賄
わ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
他
、
皇
帝
に
よ
る
臨
時
の
恩
典
と
し
て
、
富
津
を
戯
留
し
て
被
災
地
の
平
羅
に
使
用
す
る
こ
と
が
随
時
行
わ
れ
た
。
漕
糧
は
、
本
来
天

爵
に
帰
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
漕
糧
載
愚
策
が
町
政
の
中
に
制
度
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
倉
穀
を
誤

試
し
た
り
、
外
省
よ
り
採
饗
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
相
当
の
時
間
を
必
要
と
す
る
の
で
、
緊
急
の
平
耀
に
は
対
応
し
難
い
。
そ
こ
で
、
火
急
の

際
に
は
、
と
り
あ
え
ず
当
該
省
あ
る
い
は
近
隣
省
の
漕
米
を
戴
留
甲
羅
し
、
後
日
産
米
地
方
よ
り
買
米
補
填
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。

た
と
え
ば
、
康
煕
四
七
年
（
一
七
〇
八
年
）
の
江
南
米
貴
の
際
に
は
、
江
西
・
湖
北
・
湖
南
の
漕
米
無
罪
〇
万
石
を
蔵
記
し
て
江
寧
・
蘇
州
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

六
府
に
て
平
羅
し
、
秋
収
の
後
、
湖
広
米
を
採
乏
し
て
通
倉
に
送
致
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
清
代
の
平
羅
政
策
は
、
倉
儲
お
よ
び
採
買
を
基
本
と
し
、
臨
時
の
措
置
と
し
て
戯
書
が
付
加
さ
れ
て
い
た
。
平
耀
の
権
限

は
、
皇
帝
が
独
占
し
、
督
撚
を
通
し
て
執
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
順
治
か
ら
康
煕
前
半
に
か
け
て
の
約
半
世
紀
は
、
王
朝
交
替
に
よ
る
社
会
の
混
乱
が
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で
あ
り
、
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

南
の
米
価
は
、
高
値
か
ら
下
落
そ
し
て
安
値
へ
と
推
移
し
た
。
こ
の
当
時
、
採
買
政
策
は
ま
だ
開
始
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
軍
記
『
大
照
会

典
』
巻
二
一
　
田
土
二
　
荒
政
（
髄
擁
）
に
は
、
順
治
二
年
か
ら
康
煕
二
五
年
ま
で
の
賑
済
事
例
が
三
五
件
記
載
さ
れ
て
い
る
（
順
治
二
三
件
、

康
煕
＝
一
件
）
が
、
採
買
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
事
例
は
一
件
も
な
い
。
こ
の
時
期
の
平
羅
は
、
常
平
倉
穀
の
町
鳶
と
漕
米
の
戴
留
と
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
た
。

　
採
買
政
策
が
は
じ
め
て
会
典
に
登
場
す
る
の
は
康
熈
二
八
年
（
一
六
八
九
年
）
で
あ
る
。
羅
馬
『
大
清
会
典
』
巻
三
九
　
戸
部
一
七
　
平
羅
に

は
、
順
治
二
年
よ
り
雍
正
五
年
ま
で
の
平
羅
事
例
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
康
熈
二
八
年
、
湖
北
で
は
旱
災
に
よ
り
米
価
が
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

貴
し
た
た
め
、
司
庫
銀
二
万
両
を
使
用
し
、
他
省
よ
り
米
穀
を
購
買
し
て
平
臆
し
て
い
る
。
続
い
て
康
熈
四
三
年
に
は
、
雲
南
が
毎
年
二
万
両
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⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

で
採
買
を
継
続
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
康
煕
四
九
年
に
は
、
蘇
州
府
・
松
江
府
が
隣
省
よ
り
採
督
し
、
ま
た
福
建
が
二
、
三
万
両
で
新
江
・
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

東
よ
り
採
買
し
て
い
る
。
康
煕
五
二
年
に
は
、
鳳
陽
府
（
安
徽
）
が
営
千
徳
工
銀
を
借
用
し
て
湖
広
よ
り
採
止
し
、
福
建
が
隣
省
よ
り
書
癖
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

広
東
が
一
万
両
で
湖
南
よ
り
採
買
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
採
買
政
策
は
康
煕
後
期
こ
ろ
よ
り
開
始
さ
れ
、
次
第
に
確
立
さ
れ
て
き
た
。
費
用
は
、
鳳
陽
府
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

場
合
を
除
い
て
金
て
司
庫
銀
を
使
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
額
は
お
お
よ
そ
二
万
両
前
後
で
、
雍
正
・
乾
隆
時
代
と
比
較
す
る
と
小
規
模
で
あ
る
。

ま
た
、
採
買
の
件
数
も
少
な
い
。
康
煕
後
期
の
採
買
は
、
初
期
的
形
態
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

①
　
嘉
慶
『
大
清
会
典
』
巻
一
二
　
戸
部
。

②
　
歳
轍
米
価
騰
費
。
出
庫
常
平
倉
穀
。
督
撫
確
藪
情
形
。
於
常
年
平
館
照
市
価
例

　
減
之
外
。
再
酌
定
慰
減
之
数
。
具
奏
碧
羅
。
如
倉
穀
不
足
。
則
動
努
赴
隣
省
採
買

　
出
羅
。
事
竣
。
動
倉
穀
者
擢
穀
還
倉
。
動
庫
幣
者
易
銀
面
庫
。

③
雍
正
『
大
深
会
典
』
巻
三
九
戸
部
一
七
平
羅

　
　
（
康
煕
四
十
七
年
）
…
…
大
学
士
会
同
九
卿
・
麿
事
・
科
・
道
議
奏
。
門
並
議

　
　
定
。
将
江
西
漕
米
載
量
三
十
万
石
。
湖
北
載
留
五
万
五
千
石
。
湖
南
裁
留
四
万

　
　
五
千
石
。
於
江
寧
・
蘇
州
・
松
江
三
府
各
賠
十
万
石
。
常
州
五
万
石
。
鎮
江
二

　
　
万
五
千
石
。
揚
州
二
万
五
千
石
。
於
各
府
属
州
県
。
減
価
平
羅
。
行
令
江
西
・

　
　
湖
広
巡
撫
。
於
秋
収
後
。
動
藩
庫
銀
。
購
買
楚
米
。
補
償
原
数
。
於
来
歳
搭
運

　
　
赴
通
。
其
江
寧
等
処
羅
売
銀
両
。
彙
解
戸
部
。

④
　
中
山
美
緒
「
清
代
前
期
江
南
の
米
価
動
向
」
『
史
学
雑
誌
』
八
七
1
九
　
一
九

　
七
八
年
。

⑤
　
　
（
康
熈
）
二
十
八
年
・
。
覆
准
。
湖
北
被
畢
米
貴
。
動
緊
緊
餉
銀
二
万
両
。
購
買

　
米
穀
。
到
楚
之
日
平
耀
。

⑥
（
康
熈
四
十
三
年
。
）
又
題
准
。
雲
南
省
会
之
区
。
兵
民
雑
処
。
毎
至
脊
黄
不
接

　
之
時
。
米
少
価
貴
。
嗣
後
毎
歳
動
支
公
項
銀
一
芳
川
。
採
買
米
石
。
・
比
時
価
平
羅
。

⑦
（
康
煕
）
四
十
九
年
。
諭
。
江
南
蘇
・
松
等
府
属
。
連
年
水
旱
。
著
将
藩
庫
現

　
麗
麗
内
。
酌
擾
罰
則
各
処
米
賎
之
地
。
照
依
時
価
購
買
。
務
於
三
四
月
内
運
圓
。

　
分
発
被
災
各
属
。
減
価
平
羅
。

⑧
又
覆
准
。
閾
省
晩
禾
漱
収
。
山
霊
三
内
動
銀
二
三
万
両
。
前
挿
漸
江
・
広
東
買

　
米
。
御
回
平
羅
。

⑨
（
康
熈
）
五
十
二
年
。
議
准
。
江
南
鳳
腸
等
属
。
麦
収
漱
薄
。
将
本
年
官
庫
俸

　
工
銀
両
。
言
寿
赴
楚
。
購
米
平
羅
。

⑩
又
覆
准
。
総
省
四
十
三
年
以
前
常
平
倉
穀
。
室
数
減
価
製
糖
。
価
銀
解
義
司

　
庫
。
去
歳
潭
・
泉
等
属
漱
収
。
将
此
項
銀
器
。
委
員
於
隣
省
豊
熟
之
処
。
速
行
買

　
運
。
照
府
州
県
分
別
大
小
。
発
羅
平
価
。

＠
　
又
覆
准
。
広
東
黒
部
。
米
価
騰
貴
。
動
藩
庫
銀
一
万
両
。
前
赴
湖
南
買
米
。
運

　
至
本
省
平
騒
。

⑫
鳳
濡
雪
が
借
用
し
た
課
役
調
帯
銀
も
、
布
政
司
庫
に
存
貯
さ
れ
て
い
た
も
の
と

　
思
わ
れ
る
が
、
不
明
。
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清代前期の平羅政策（山本）

二
　
採
買
政
策
の
試
行
と
成
果

　
採
買
政
策
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
の
は
雍
正
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
を
積
極
的
に
推
進
し
た
の
は
、
雍
正
劇
と
そ
の
官
僚
で
あ
っ
た
。

　
雍
正
帝
は
、
即
位
早
々
大
規
模
な
採
買
を
行
っ
て
い
る
。
雍
正
元
年
（
一
七
一
一
三
年
）
、
首
都
北
京
の
米
穀
供
給
に
不
安
を
覚
え
た
皇
帝
は
、

産
米
地
方
よ
り
大
量
の
米
穀
を
採
買
さ
せ
て
い
る
。

　
今
年
魚
津
、
朕
、
北
省
二
薄
口
収
な
る
を
以
て
、
員
を
差
わ
し
南
省
に
到
ら
し
め
、
秋
成
の
後
に
於
い
て
米
石
を
採
持
し
、
以
て
賑
貸
・
平
羅
に
備
え
ん
と

　
し
た
り
。
…
…
今
秋
成
肥
収
な
る
に
、
若
し
商
販
通
ぜ
ざ
れ
ば
、
亦
米
価
騰
貴
を
致
さ
ん
。
該
部
速
か
に
脚
ち
に
各
省
の
総
督
・
巡
撫
に
行
文
し
、
凡
そ
米

　
商
の
出
境
す
る
こ
と
有
ら
ぱ
、
便
に
任
せ
て
放
浮
し
、
湖
広
・
江
西
・
安
器
機
処
の
米
船
を
し
て
直
ち
に
蘇
州
に
到
ら
し
め
、
蘇
州
の
米
船
は
直
ち
に
漸
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
に
到
ら
し
め
、
阻
挽
す
る
を
得
る
母
か
ら
し
め
よ
。

当
時
す
で
に
湖
広
・
江
西
・
安
徽
な
ど
長
江
中
流
域
か
ら
蘇
州
へ
、
蘇
州
か
ら
大
運
河
を
経
由
し
て
漸
江
へ
と
い
う
蘇
州
を
結
節
点
と
し
た
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

間
米
穀
流
通
ル
…
ト
が
確
立
し
て
お
り
、
皇
帝
は
、
こ
れ
ら
の
民
間
流
通
を
地
方
官
の
遇
鰻
行
為
に
よ
っ
て
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮

し
な
が
ら
、
長
江
流
域
各
省
よ
り
米
穀
を
採
買
さ
せ
た
。
こ
こ
で
し
ば
ら
く
、
そ
の
経
緯
を
追
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
六
月
三
〇
日
に
、
正
項
銭

糧
を
支
出
し
、
湖
広
・
江
西
・
盛
京
に
て
米
数
十
万
石
を
採
買
し
、
民
船
を
雇
全
し
て
北
京
に
輸
送
す
る
計
画
が
発
表
さ
れ
、
戸
部
に
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
③

検
討
さ
せ
て
い
る
。
続
い
て
七
月
八
日
に
は
、
戸
部
の
議
官
を
受
け
、
湖
広
・
江
西
へ
は
漢
御
史
あ
る
い
は
給
事
中
一
名
を
差
遺
し
て
採
買
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

行
わ
せ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
八
月
五
日
に
は
、
侍
読
学
士
王
国
棟
が
、
採
買
に
便
乗
し
た
投
機
行
為
を
禁
止
し
、
現
地
の
米
価
状
況
に
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

わ
せ
て
採
買
額
を
調
節
し
、
ま
た
民
船
に
対
す
る
不
法
な
謙
求
を
予
防
す
べ
き
旨
を
上
奏
し
て
い
る
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
雍
正
帝
は
、
二
二
・
江
西
と
と
も
に
安
徽
省
を
も
採
買
地
に
加
え
た
よ
う
で
あ
る
。
七
月
二
二
日
に
勅
命
を
受
け
た
兵
科
給

事
中
劉
中
耳
は
、
陸
路
南
京
へ
向
か
い
、
両
江
総
督
査
早
早
・
安
徽
布
政
使
董
永
支
と
合
流
し
て
、
司
庫
銀
八
万
両
を
解
照
し
、
九
月
中
頃
よ

り
安
母
型
の
集
散
地
椋
陽
・
運
漕
・
三
河
に
て
採
買
を
開
始
し
た
。
銀
の
輸
送
や
現
地
の
状
況
報
告
に
は
、
地
方
官
が
協
力
し
、
米
価
調
査
に
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⑥

は
檬
陽
の
血
行
が
動
員
さ
れ
た
。
江
西
に
つ
い
て
は
、
礼
科
給
毒
中
謬
洗
が
任
命
さ
れ
、
江
西
巡
撫
斐
七
度
と
と
も
に
、
司
庫
銀
八
万
両
を
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

湿
し
て
、
九
月
よ
り
採
買
を
開
始
し
た
。
湖
北
に
つ
い
て
は
、
江
南
道
監
察
御
史
干
広
が
、
湖
南
に
つ
い
て
は
、
兵
科
掌
印
給
事
中
陳
世
唾
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
、
現
地
の
総
督
・
質
倉
の
協
力
を
得
て
、
漢
江
や
湘
潭
な
ど
に
て
採
買
を
開
始
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
こ
う
し
て
、
湖
北
・
湖
南
・
江
西
・
安
軽
四
省
よ
り
各
々
一
〇
万
石
ず
つ
、
合
計
米
四
〇
万
石
を
採
買
す
る
手
筈
が
整
え
ら
れ
た
。
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

こ
の
秋
江
漸
地
方
は
早
災
に
見
舞
わ
れ
、
米
価
騰
貴
が
懸
念
さ
れ
た
の
で
、
隣
省
安
徽
で
の
採
買
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
江
西
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

米
虫
の
雇
覧
が
思
う
様
に
行
か
ず
、
採
買
し
た
米
を
搬
出
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
謬
玩
は
、
一
二
月
ま
で
に
米
飯
八
万
九
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

石
を
採
買
し
た
が
、
結
局
こ
れ
ら
は
江
西
省
内
に
存
貯
す
る
こ
と
に
な
り
、
江
西
で
の
採
買
も
停
止
さ
れ
た
。
採
買
が
成
功
し
た
の
は
、
最
終

的
に
湖
北
・
湖
南
の
二
省
で
あ
っ
た
。
両
省
と
も
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
採
買
を
完
了
し
、
た
だ
ち
に
北
京
へ
の
輸
送
を
開
始
し
て
い

⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
。
こ
の
う
ち
、
湖
南
か
ら
の
米
船
は
、
五
船
団
に
分
か
れ
て
順
次
長
江
を
下
り
、
翌
年
三
月
に
は
潅
安
を
通
過
、
七
月
に
通
州
へ
到
着
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

米
石
を
倉
場
へ
交
納
し
た
。

　
採
買
の
終
了
後
、
担
妾
官
は
各
自
決
箕
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
湖
北
の
採
買
に
つ
い
て
は
、
元
年
一
二
月
目
〇
日
の
段
階
で
、
玉
石
購
入
費

用
が
毎
石
銀
八
銭
四
分
露
櫛
額
銀
八
四
〇
一
三
両
）
、
輸
送
費
用
が
毎
石
銀
三
銭
六
分
四
厘
、
総
経
費
銀
一
二
〇
五
〇
〇
尚
で
あ
り
、
こ
の
他
に
沿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

途
で
の
雑
費
五
〇
〇
〇
両
を
見
込
ん
で
い
る
。
湖
南
の
耳
糸
に
つ
い
て
は
、
元
年
一
一
月
一
五
日
お
よ
び
＝
一
月
二
〇
日
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

米
石
購
入
費
用
が
毎
石
銀
六
銭
七
分
六
厘
（
総
額
銀
六
七
六
七
三
両
）
、
輸
送
費
用
が
葺
石
銀
三
銭
八
分
六
厘
（
総
額
銀
三
八
六
九
五
両
）
、
総
経
費
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

石
建
一
両
六
分
二
厘
（
総
額
銀
約
一
〇
六
〇
〇
〇
両
）
で
あ
り
、
湖
北
と
同
様
、
沿
途
で
の
雑
費
五
〇
〇
〇
両
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
年

七
月
二
八
日
、
通
州
到
着
後
の
最
終
報
告
で
は
、
湖
南
か
ら
通
州
ま
で
の
雑
費
壱
含
め
た
輸
送
費
用
は
、
毎
石
銀
四
銭
二
分
二
厘
に
達
し
て
い

⑱た
。
な
お
、
こ
の
当
時
、
正
規
の
米
穀
輸
送
体
系
で
あ
っ
た
漕
運
の
輸
送
コ
ス
ト
は
、
蘇
州
・
松
江
繋
縛
あ
る
い
は
江
西
か
ら
北
京
ま
で
耳
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

銀
七
銭
以
上
を
計
上
し
て
い
る
。
民
間
流
通
を
利
用
し
た
採
買
は
、
国
家
流
通
た
る
漕
運
の
半
分
程
度
の
費
用
で
、
米
を
輸
送
で
き
た
の
で
あ

る
。
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雍
正
元
年
の
採
買
は
、
大
別
し
て
二
つ
の
側
面
か
ら
評
価
で
き
る
。
食
糧
政
策
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
採
買
は
比
較
的
迅
速
・
大
量
・
廉
価

な
米
穀
確
保
手
段
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
直
隷
一
省
で
は
、
米
二
〇
万
石
を
約
一
年
で
準
備
す
る
こ
と
は
と
う
て
い
不
可
能
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
雍
正
帝
は
、
ま
ず
宮
僚
や
軍
隊
が
多
数
集
申
す
る
首
都
北
京
の
食
糧
基
盤
を
採
買
に
よ
っ
て
強
化
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が
、
そ
の
目

的
は
概
ね
達
成
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
。
但
し
、
今
次
の
採
買
で
平
羅
の
元
資
は
確
保
で
き
た
ら
し
く
、
そ
の
後
北
京
か
ら
の
採
買
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。

　
市
場
政
策
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
採
買
を
通
し
て
新
し
い
米
穀
流
通
管
理
が
試
み
ら
れ
た
。
江
蘇
省
崇
明
県
の
よ
う
な
軍
事
的
要
衝
で
は
、

す
で
に
康
煕
年
間
よ
り
「
採
買
」
の
名
の
下
で
米
穀
流
通
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
米
穀
の
海
外
流
出
を
防
止
す
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

め
の
商
業
暴
露
で
あ
り
、
二
段
元
年
の
採
買
と
は
目
的
お
よ
び
方
法
を
異
に
し
て
い
た
。
雍
正
の
採
買
の
特
徴
は
、
国
家
が
貨
幣
を
投
下
し
て

市
場
に
参
入
し
た
こ
と
に
あ
る
。
清
朝
は
、
漕
運
以
外
に
米
穀
の
収
集
・
輸
送
体
系
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
が
、
漕
運
は
本
来
米
穀
市

場
と
は
独
立
し
た
欄
度
で
あ
っ
た
。
米
穀
市
場
に
対
し
、
清
朝
は
、
関
口
税
の
微
収
な
ど
ご
く
表
層
の
部
分
で
し
か
関
与
し
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
採
買
は
、
国
家
が
財
政
の
中
か
ら
価
値
に
相
当
す
る
銀
両
を
支
出
し
、
市
場
よ
り
大
量
の
米
穀
を
購
入
し
、
民
船
を
雇
質
し
て

こ
れ
を
輸
送
さ
せ
る
制
度
で
あ
り
、
漕
運
よ
り
は
る
か
に
低
コ
ス
ト
で
、
か
つ
可
変
的
需
要
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
と
い
う
利
点
を
有
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
。
勿
論
、
関
口
税
は
負
課
さ
れ
て
い
な
い
。
益
田
の
採
買
は
、
国
家
に
よ
る
貨
幣
を
使
用
し
市
場
を
媒
介
と
し
た
米
穀
管
理
の
開
始
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
後
、
雍
正
二
、
三
年
に
は
、
注
目
す
べ
き
髄
鞘
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
再
び
大
規
模
な
縁
起
が
行
わ
れ
る
の
は
、
亡
霊
四
年
の
こ
と
で

あ
る
。
雍
正
四
年
（
一
七
二
穴
埋
）
六
月
一
日
、
漸
江
巡
撫
李
衛
は
、
淀
江
・
福
建
で
は
米
穀
需
給
が
憧
常
的
に
逼
迫
し
て
い
る
こ
と
、
漸
江
は

湖
広
か
ら
、
湖
広
は
四
川
か
ら
米
穀
を
移
入
し
て
い
る
が
、
年
来
米
は
嫁
広
米
よ
り
廉
価
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
銀
一
〇
万
両
を
借
期
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

直
接
四
川
に
赴
い
て
追
回
を
行
い
た
い
と
申
し
出
た
。
こ
の
年
、
福
建
は
米
価
が
騰
貴
し
、
湖
広
・
江
西
よ
り
蘇
州
・
乍
浦
経
由
で
、
台
湾
・

漸
江
よ
り
海
路
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
米
穀
を
緊
急
移
入
し
て
い
た
。
李
衛
は
、
福
建
の
米
貴
が
や
が
て
漸
江
に
も
飛
び
寄
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
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予
測
し
、
四
川
か
ら
の
要
素
に
よ
っ
て
食
糧
危
機
を
食
い
止
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
危
倶
は
現
実
の
も
の
と
な
り
、
翌
年
正
月
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

漸
江
が
従
来
よ
り
採
買
預
備
し
て
い
た
肥
立
〇
万
石
を
福
建
に
送
り
、
漕
米
一
〇
万
石
を
慰
留
し
て
こ
れ
を
補
填
し
て
い
る
。

　
李
衛
の
採
血
は
皇
帝
の
許
可
を
得
、
四
川
側
の
協
力
を
取
り
付
け
る
こ
と
も
で
き
た
。
買
付
け
先
は
重
慶
・
斐
州
二
府
に
指
定
さ
れ
（
そ
の

後
、
重
慶
府
の
み
に
変
更
）
、
好
牙
の
圃
積
を
取
り
締
る
こ
と
も
約
束
さ
れ
た
。
翌
五
年
二
月
初
、
重
慶
よ
り
米
一
〇
万
石
採
買
完
了
の
報
告
が

眉
き
、
第
一
船
団
は
、
小
船
二
隻
、
米
数
百
石
を
失
っ
た
だ
け
で
無
事
漢
ロ
へ
到
着
、
第
二
船
団
も
重
慶
を
出
発
し
た
。
こ
の
時
点
で
早
く
も

李
衛
は
、
第
二
回
目
の
四
川
米
採
買
を
願
い
出
て
い
る
が
、
丸
正
帝
は
難
色
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
五
月
一
一
日
、
採
買
を
無
事
終
了
し
た
李
衛
は
、
皇
帝
に
最
終
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
彼
は
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

な
わ
ち
、
芸
西
地
方
は
養
蚕
・
製
糸
業
に
特
化
し
て
お
り
、
滞
米
は
こ
れ
ま
で
外
省
に
依
存
し
て
き
た
。
昨
年
、
四
川
よ
り
米
一
〇
五
三
〇
〇

石
を
採
会
し
た
が
、
そ
の
費
用
は
毎
石
銀
九
銭
五
分
で
、
こ
の
値
は
客
商
の
隠
米
お
よ
び
江
西
・
湖
広
よ
り
購
買
し
た
宮
米
と
比
較
し
て
四
、

　
　
　
　
　
鐙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍛

五
銭
賎
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
採
買
し
た
米
の
一
部
を
減
価
甲
羅
し
た
と
こ
ろ
、
銀
一
万
数
千
両
も
の
業
余
が
生
じ
た
。
採
買
の
コ
ス
ト
の
低

さ
は
、
主
と
し
て
江
（
蘇
少
）
楚
（
漢
口
）
の
客
商
の
中
継
業
務
を
省
略
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
園
家
が
客
商
を
経
由
せ
ず
直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

四
川
よ
り
採
買
を
行
え
ば
、
商
人
も
圃
積
邊
羅
で
き
な
く
な
り
、
結
果
的
に
長
江
流
域
の
米
穀
流
通
は
円
滑
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
採
買

は
四
川
に
と
っ
て
も
良
質
の
（
琴
平
）
銀
が
得
ら
れ
て
有
益
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
採
買
に
は
関
口
税
が
負
課
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

わ
ら
ず
、
手
違
い
に
よ
り
九
江
関
で
船
税
を
徴
収
さ
れ
て
し
ま
い
、
若
干
コ
ス
ト
が
上
昇
し
た
。

　
こ
の
報
告
を
も
と
に
李
衛
の
採
買
を
特
徴
づ
け
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
第
一
に
、
食
糧
政
策
の
側
面
か
ら
見
る
と
、
墨
書
の
採
買
は
、

長
江
流
域
に
お
け
る
社
会
的
分
業
（
地
域
間
分
業
）
を
認
め
た
上
で
、
そ
れ
を
更
に
推
進
す
る
形
で
社
会
の
再
生
産
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
漸
西
が
養
蚕
・
製
糸
業
に
特
化
し
て
四
川
よ
り
週
明
を
購
入
し
、
四
州
が
米
穀
を
移
出
し
て
銀
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
漸
西
ぽ
か

り
で
な
く
四
川
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
と
警
衛
は
考
え
て
い
た
。
こ
の
発
想
は
、
地
域
内
の
倉
儲
を
使
用
し
て
自
己
完
結
的
な
需
給
調
整
シ

ス
テ
ム
を
構
成
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
す
る
従
来
の
落
雷
政
策
と
は
、
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
李
衛
は
、
今
回
採
聡
し
た
四
川
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米
や
売
価
銀
両
を
瀕
江
島
平
倉
の
元
資
に
充
て
る
こ
と
は
せ
ず
、
　
む
し
ろ
、
　
以
後
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
四
川
米
を
採
壊
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ

る
。　

第
二
に
、
市
場
政
策
の
側
面
か
ら
見
る
と
、
今
次
の
採
買
は
、
雍
正
元
年
の
算
盤
の
よ
う
に
国
家
が
市
場
を
通
し
て
米
穀
需
給
の
調
節
を
行

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
客
商
を
介
さ
な
い
新
し
い
米
穀
流
通
ル
ー
ト
を
積
極
的
に
開
拓
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
当
時
、
湖
南
や
四
川
で
産

出
さ
れ
た
米
穀
は
、
一
旦
漢
口
に
集
積
さ
れ
、
牙
行
を
中
継
し
て
長
江
下
流
へ
再
移
出
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
長
江
流
域
の
米
穀
流
通
は
、

漢
口
を
結
節
点
と
し
て
二
段
階
に
分
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
漢
口
の
仲
買
購
入
は
、
言
わ
ば
米
穀
需
給
の
調
節
弁
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
李

衛
に
と
っ
て
、
漢
口
商
人
は
中
間
搾
取
を
行
い
米
穀
流
通
を
陥
害
す
る
も
の
以
外
の
何
者
で
も
な
か
っ
た
。
四
川
よ
り
直
接
採
買
し
た
こ
と
に

よ
り
、
市
価
よ
り
減
じ
て
平
羅
し
て
も
一
万
数
千
両
の
余
剰
を
生
ん
だ
と
い
う
事
実
が
、
中
間
搾
取
の
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、

李
衛
は
、
漢
口
商
人
を
経
由
せ
ず
に
直
接
四
川
米
を
採
平
す
る
と
い
う
最
も
経
済
的
な
ル
ー
ト
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
李
衛
の
採
買
は
、
雍
正
元
年
の
採
買
を
継
承
し
、
よ
り
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け

注
目
す
べ
き
は
、
彼
が
四
川
米
採
買
を
鷺
常
的
に
行
お
う
と
し
た
点
で
あ
る
。
李
下
は
、
先
の
報
告
で
、
今
年
は
二
倍
の
規
模
す
な
わ
ち
銀
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

○
万
両
で
四
川
米
を
採
買
し
た
い
と
申
し
出
て
い
る
。
こ
れ
は
も
は
や
、
平
々
政
策
を
逸
脱
し
た
、
準
商
業
政
策
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

李
衛
は
、
公
共
の
福
祉
を
厨
的
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
国
家
が
商
業
に
類
似
し
た
行
為
を
行
う
こ
と
は
是
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て

い
た
。
た
だ
、
李
衛
は
、
四
川
の
米
穀
供
給
能
力
に
つ
い
て
は
極
め
て
楽
観
的
に
考
え
て
お
り
、
四
川
へ
の
採
買
が
四
川
省
罠
に
も
恩
恵
を
も

た
ら
す
も
の
と
信
じ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
四
川
の
米
価
騰
貴
を
心
配
し
て
い
た
雍
墨
隈
は
、
こ
の
計
画
を
額
面
通
り
に
は
許
可
せ
ず
、
結
局
、

第
二
回
の
採
買
は
、
銀
八
万
両
で
実
施
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
度
目
の
採
種
は
ほ
と
ん
ど
成
功
し
な
か
っ
た
。
四
川
側
の
遇

羅
が
開
始
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

①
雍
正
『
大
清
会
典
』
巻
三
九
戸
部
一
七
平
緊
…
、
雍
正
元
年
、
諭
。

②
『
宮
中
撹
雍
正
朝
本
書
』
第
一
輯
、
雍
正
元
年
一
〇
月
二
四
日
、
都
察
院
左
姦

都
御
史
陳
允
恭

　
査
漸
江
息
災
州
県
。
不
下
数
十
処
。
即
在
平
日
乏
米
者
。
大
半
仰
籍
於
杭
州
之
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壁
河
。
而
豊
楽
之
業
販
。
盤
面
蘇
州
之
楓
橋
。
楓
晶
相
貯
之
米
。
砦
粟
田
広
・

　
　
江
西
．
上
江
運
漕
。
巨
商
載
運
構
来
。
繁
昌
蘇
州
土
産
。
衆
縁
甑
河
浅
狭
。
皆

　
　
数
醤
石
之
小
船
。
非
如
蘇
州
可
早
着
千
石
之
大
船
。

③
　
　
『
世
宗
実
録
』
雍
正
元
年
六
月
丁
丑
、
上
諭

　
　
諭
戸
部
。
朕
去
年
親
閲
型
通
各
倉
。
難
有
積
貯
。
但
京
師
人
民
聚
集
。
食
指
浩

　
　
繁
。
米
雪
起
備
。
不
可
不
裕
。
査
有
馬
各
省
。
親
署
広
・
江
西
産
米
最
広
。
近

　
　
年
盛
京
。
年
歳
豊
収
。
米
価
亦
賎
。
此
三
処
酌
量
動
正
項
銭
糧
。
採
買
数
十
万

　
　
石
。
催
募
民
船
。
運
送
京
師
。
大
有
稗
益
。
著
治
親
王
・
隆
科
多
占
岡
田
議
県

　
　
奏
。

④
同
右
、
雍
正
元
年
七
月
乙
酉
、
戸
部
議
覆

　
　
戸
部
遵
旨
議
覆
遣
宮
往
盛
京
・
江
西
・
湖
広
採
買
米
糧
。
得
看
。
衛
方
差
漢
御

　
　
史
或
給
事
巾
　
員
前
往
。
動
正
項
銭
縫
。
照
時
価
買
米
。
耀
寛
民
船
。
即
行
起

　
　
運
。

⑤
『
宮
中
福
雍
正
朝
奏
摺
』
第
　
輯
、
雍
正
元
年
八
月
五
日
、
日
士
官
起
居
注
翰

　
林
院
侍
読
学
士
王
国
棟

　
　
恐
愚
民
無
知
。
伝
聞
国
家
発
二
巴
買
。
争
絹
匝
積
。
以
致
価
騰
。
亦
未
可
知
。

　
　
伏
請
。
勅
下
使
臣
到
彼
。
因
時
制
宜
。
権
其
多
寡
。
穀
賎
自
転
運
不
厭
其
多
。

　
　
穀
貴
則
羅
買
不
妨
於
少
。
画
面
催
箆
民
船
。
厳
飾
地
方
膏
吏
。
不
得
借
称
日
米

　
　
名
色
。
先
期
拘
集
。
捕
勒
価
値
。
致
惧
生
理
。

⑥
同
氏
、
第
一
輯
、
雍
正
元
年
九
月
ニ
ハ
日
、
兵
科
給
菓
中
劉
祖
任
。

⑦
同
右
、
第
一
輯
、
雍
正
元
年
九
月
二
六
日
、
江
西
巡
撫
裟
粒
度
。

⑧
同
右
、
第
一
輯
、
雍
正
元
年
九
月
三
日
、
兵
科
掌
印
給
票
中
陳
世
錘
、
同
九
月

　
四
臼
、
江
南
道
監
察
御
史
干
広
、
同
九
月
六
臼
、
湖
南
巡
臼
玉
廷
珍
。

⑨
　
同
右
、
第
一
輯
、
雍
正
元
年
一
〇
月
四
日
、
翰
林
院
侍
講
学
士
幽
艶
祥

　
　
北
地
米
貴
。
過
熱
湖
北
・
湖
南
・
江
西
・
安
慶
四
処
。
買
米
四
十
万
石
。
転
運

　
　
京
畿
。
以
山
水
旱
。

⑩
同
右
、
第
一
輯
、
雍
正
元
年
一
〇
月
｝
日
、
漕
運
総
督
張
大
有

　
　
但
今
江
漸
地
方
。
報
畢
情
調
。
秋
収
未
必
能
豊
。
米
価
未
必
能
賎
。
仰
懇
聖

　
　
慈
。
将
上
江
所
磯
之
米
。
暫
為
停
止
。

⑪
　
同
右
、
第
一
輯
、
雍
正
元
年
一
〇
月
某
日
、
謬
況
。
彼
は
そ
の
理
由
を
「
今
年

　
江
西
各
馬
頭
船
隻
少
。
因
湖
幽
翠
米
。
大
船
無
主
売
。
不
来
漢
口
。
江
西
向
点
催

　
船
。
原
在
羅
臼
。
今
潅
揚
塩
船
。
尚
未
到
楚
。
而
興
米
船
隻
。
又
不
得
往
来
貿

　
易
」
と
説
明
す
る
。
し
か
し
、
湖
広
の
禁
米
は
、
他
の
史
料
か
ら
は
確
認
で
き
な

　
い
。

⑫
同
署
、
第
二
階
、
雍
正
元
年
一
二
月
某
日
、
纏
湧
。

⑬
醐
右
、
第
二
輯
、
雍
正
元
年
＝
月
一
五
日
、
兵
科
掌
印
給
事
中
陳
世
帯
、
同

　
一
一
月
二
五
日
、
湖
南
巡
撫
魏
廷
珍
、
岡
一
二
月
二
〇
日
、
江
南
道
監
察
御
史
干

　
広
、
同
一
二
月
二
〇
日
、
湖

　
南
閉
館
魏
廷
珍
。

⑭
岡
右
、
第
二
輯
、
雍
正
二

　
仕
†
一
二
月
二
工
ハ
臼
、
丘
ハ
落
掌
印

　
給
事
中
陳
世
優
。

⑮
同
右
、
第
二
輯
、
雍
正
二

　
年
七
月
二
八
臼
、
兵
科
藩
論

　
給
事
巾
陳
世
錘
。

⑯
同
右
、
第
二
輯
、
雍
正
元

　
年
ご
一
月
二
〇
日
、
江
南
道

　
監
察
御
史
干
広
。

⑰
同
右
、
第
二
輯
、
雍
正
元

　
年
二
月
一
五
日
号
兵
科
裳

　
印
給
蜘
中
陳
世
論
。

　
　
な
お
、
注
⑯
・
⑰
を
表
に

　
す
る
と
、
下
表
の
よ
う
に
な

　
る
。

湖　　北 湖　　南

唾石1総額 宝石1総類

米穀購入
?用（銀両）

0．840両 67673両

輸送費用
@（銀両）

0，364両 36487両　　① 0．386両 38695両

含計（銀両） L204両

、2。5。。両朝。6，両、。6368両　　　　1　　　　　　②

但し，二途雑費を含まず。

①　合9t一一米穀購入費用より算出。

②　米穀購入費用十輸送費用より算出。
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清代前期の平鵜政策（山本）

⑯
　
前
書
⑯
、
陳
世
健
。

⑬
　
　
『
宮
中
福
雍
正
朝
奏
摺
』
第
一
七
輯
、
醇
正
九
年
正
月
二
四
日
、
江
西
巡
撫
謝

　
　
臣
前
在
戸
部
雲
南
物
量
内
。
曾
閾
有
運
漕
費
幣
甚
多
難
説
。
因
将
各
省
運
交
京

　
　
通
二
倉
漕
米
所
需
弁
構
想
工
漕
絨
斎
月
銭
糧
・
耗
羨
期
米
。
藤
縄
面
通
両
処
過

　
　
鰯
剥
運
進
倉
経
紀
・
車
戸
各
項
費
用
。
通
盤
計
算
。
交
語
倉
者
。
山
東
省
論
理

　
　
需
銀
六
銭
二
分
零
。
河
南
省
経
口
五
銭
三
分
六
厘
零
。
江
〔
寧
）
安
〔
慶
〕
等

　
　
府
需
銀
六
銭
六
分
八
厘
零
。
蘇
松
等
府
需
銀
七
銭
四
分
七
厘
零
。
湖
広
省
輸
銀

　
　
四
銭
二
分
四
厘
零
。
漸
江
省
需
銀
九
銭
三
分
二
厘
零
。
江
西
省
輸
銀
七
銭
一
分

　
　
六
厘
零
。

　
な
お
、
湖
広
の
数
値
は
、
距
離
が
隔
た
る
に
従
い
費
用
が
逓
増
す
る
と
い
う
経
験

　
測
に
反
し
、
ま
た
値
が
四
銭
二
分
程
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
湖
広
に
関
す

　
る
数
値
の
み
採
買
の
費
用
が
誤
記
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑳
　
拙
稿
「
安
豊
漁
流
通
と
清
代
崇
明
の
二
業
」
名
古
暦
大
学
『
爽
洋
史
研
究
報

　
告
』
＝
一
　
　
一
九
八
八
年
。

⑳
『
宮
中
椹
潅
正
朝
奏
摺
』
第
二
輯
、
雍
正
二
年
七
月
二
八
日
、
兵
科
掌
印
職
事

　
中
陳
世
論

　
　
復
蒙
万
歳
爺
路
思
遣
恩
。
准
給
回
空
印
譜
。
免
罪
関
料
。

⑫
　
岡
右
、
第
六
輯
、
雍
正
四
年
六
月
一
説
、
漸
江
溶
出
李
衛

　
　
翻
倒
。
福
建
年
歳
平
常
。
米
価
頗
貴
。
…
…
但
漸
涯
戸
口
繁
多
。
本
地
所
産
米

　
　
穀
。
不
足
尽
供
食
用
。
是
以
商
販
多
向
江
西
・
湖
臓
器
処
暑
米
。
運
漸
糧
食
。

　
　
…
…
臣
査
湖
広
漢
口
地
方
。
向
鶴
瀬
米
最
多
者
。
事
由
四
川
土
饒
人
少
。
産
米

　
　
有
余
。
本
地
穀
賎
傷
農
。
故
川
民
謡
於
量
売
。
以
助
完
糧
用
度
之
需
。
従
前
年

　
　
奨
尭
毎
年
将
農
隙
販
運
湖
広
・
江
省
各
処
発
売
。
論
難
要
語
。
人
人
共
知
。
在

　
　
年
嚢
発
以
之
自
図
私
利
。
並
非
為
公
。
今
若
以
之
接
済
公
儲
。
豊
実
為
有
益
。

　
　
況
四
川
米
価
較
各
処
頗
賎
。
川
江
直
抵
湖
広
水
路
。
略
論
甚
易
。
…
…
借
為
銀

　
　
十
万
両
。
遽
委
本
員
。
於
七
八
月
内
起
程
。
前
赴
眠
川
地
方
買
米
。

⑱
　
則
松
彰
文
「
雍
正
期
に
お
け
る
米
穀
流
通
と
米
価
変
動
一
蘇
州
と
福
建
の
連

　
関
を
中
心
と
し
て
一
」
九
州
大
学
『
東
洋
史
論
集
』
一
四
　
一
九
八
五
年
、
一

　
六
四
頁
。

⑭
　
『
宮
中
稲
田
疋
謹
奏
摺
』
第
七
輯
、
雍
正
五
年
正
月
～
七
臼
、
澁
江
単
座
李
衛
。

⑳
　
同
右
、
第
六
輯
、
雍
正
四
年
＝
月
二
日
、
四
川
巡
撫
法
難
。

（
⑳
　
同
韻
、
第
七
輯
、
平
繍
五
年
二
月
一
七
日
、
酒
毒
場
面
李
衛
。

⑳
　
同
右
、
第
八
輯
、
雍
正
五
年
五
月
一
一
日
、
漸
江
無
謬
警
衛
。

⑳
　
断
獄
杭
謡
講
三
盆
。
民
居
稠
密
。
食
置
繁
多
。
其
他
落
種
桑
麻
。
向
籍
外
販
之

　
米
。
添
補
接
済
。

⑳
　
今
於
閏
三
月
内
。
拠
前
委
四
川
買
米
之
問
知
谷
確
等
。
陸
続
運
試
買
回
下
米
。

　
…
…
除
川
言
過
灘
損
失
之
外
。
実
有
漸
魁
米
十
万
五
千
三
百
強
磁
。
統
算
買
価
・

　
運
費
及
灘
補
損
失
数
千
石
外
。
毎
石
止
約
雪
曇
九
銭
五
分
零
。
較
之
客
商
販
漸
井

　
江
広
買
回
官
米
。
高
石
已
賎
至
四
五
銭
不
等
。

⑳
　
至
平
羅
之
価
。
難
比
時
価
減
少
。
簡
較
之
買
運
軍
費
。
伽
有
多
余
。
捕
縄
難
朱

　
搬
完
錆
算
。
大
約
一
万
数
千
両
之
灘
余
。
可
以
溢
出
。
是
許
番
買
回
川
米
。
実
於

　
翫
省
大
有
稗
益
。

⑳
　
況
漸
省
向
臼
多
藷
江
楚
之
米
。
彼
地
原
有
従
用
省
販
来
者
。
今
既
自
往
購
買
。

　
則
江
楚
客
商
所
販
川
米
。
華
燭
留
於
江
楚
済
用
。
使
三
省
ヨ
民
。
無
連
借
詞
遍
阻
。

⑳
　
但
臣
平
霜
深
知
。
四
川
産
米
頗
多
。
価
値
甚
賎
。
故
卑
語
之
大
。
倍
於
他
省
。

　
今
錐
買
回
漸
餅
十
万
余
石
。
早
事
川
省
。
僅
算
売
出
四
万
七
千
余
石
。
細
諭
買
米

　
官
員
。
潮
頭
因
見
好
銀
照
時
平
買
。
鑑
識
踊
躍
。

⑱
　
惟
端
点
米
運
出
時
。
各
処
関
口
。
倶
遵
定
例
。
米
管
簾
収
税
銀
。
惟
管
九
江
関

　
之
饒
南
九
江
道
劉
均
。
不
以
補
習
該
省
巡
撫
移
文
転
働
知
照
為
准
。
難
未
濫
収
米

　
税
。
然
借
称
船
隻
報
誤
爆
色
。
留
置
船
戸
。
不
満
放
行
。
除
収
去
正
税
銀
一
千
五

　
蒼
四
十
九
両
之
外
。
又
衡
般
摘
勒
加
耗
平
頭
雑
費
銀
一
千
五
十
七
両
零
。

⑭
安
部
、
前
掲
論
文
、
一
八
～
頁
。

⑯
　
臣
愚
以
為
。
上
年
初
次
試
行
。
実
有
成
効
。
仰
懇
皇
上
天
恩
。
今
年
再
准
。
動
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銀
二
十
万
両
。
早
為
委
員
。
及
時
赴
買
。
得
於
豊
前
運
回
。
尊
話
月
米
色
乾
燥
。

可
以
収
貯
。
備
夏
秋
米
価
貴
時
之
用
。
不
但
為
漸
省
百
姓
。
省
数
万
障
米
之
銀
。

　
且
四
川
書
屋
。
完
納
銭
儲
。
而
所
動
庫
得
傍
然
。

⑳
前
注
⑫
、
李
衛
。

5e　（726）

三
　
採
買
政
策
の
挫
折
と
倉
儲
政
策
の
進
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
響
町
五
年
（
一
七
二
七
年
）
、
警
衛
は
銀
八
万
両
を
以
て
第
二
回
の
四
川
米
採
買
を
開
始
し
た
。
一
方
、
昨
冬
李
衛
の
四
川
で
の
採
買
、
今
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

江
蘇
の
湖
広
・
江
西
で
の
採
買
で
需
給
が
逼
迫
し
て
い
た
所
へ
、
本
年
水
災
を
被
っ
た
湖
北
で
は
、
米
価
が
騰
貴
し
、
止
む
を
得
ず
買
穀
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

め
備
用
し
て
お
い
た
銀
六
万
両
を
動
悪
し
、
四
川
・
湖
南
に
て
採
買
を
行
っ
た
。
こ
う
し
て
、
漸
江
・
湖
北
二
省
か
ら
同
時
に
採
買
を
受
け
た

四
川
で
は
、
李
衛
の
業
繋
に
便
乗
し
た
営
養
の
米
穀
搬
出
と
も
相
俊
っ
て
、
春
夏
よ
り
米
価
騰
貴
を
惹
き
起
こ
し
、
邊
羅
を
行
わ
ざ
る
を
得
な

　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
情
況
に
至
っ
た
。
こ
の
た
め
、
一
二
月
よ
り
、
四
川
は
商
販
の
米
穀
搬
出
を
暫
時
禁
止
し
、
漸
江
・
湖
北
の
採
買
の
み
運
出
を
許
可
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

季
衛
の
採
買
額
は
二
万
石
に
制
限
さ
れ
、
不
足
分
は
江
西
で
買
付
け
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
李
衛
は
、
江
西
で
も
六
千
石
程
度
し
か

　
　
　
　
　
　
　
⑦

採
買
で
き
な
か
っ
た
。

　
李
衛
の
採
買
に
は
二
つ
の
問
題
点
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
漢
口
商
人
の
中
継
業
務
を
省
略
す
る
こ
と
は
、
コ
ス
ト
の
低
減
を
も
た
ら
す
が
、

一
方
で
湖
広
・
四
川
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。
三
婆
元
年
の
採
買
で
、
江
西
が
買
米
を
ほ
ぼ
完
了
し
な
が
ら
、
米
子

の
確
保
が
困
難
な
た
め
結
局
米
を
搬
出
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
漢
口
下
流
で
も
米
穀
流
通
は
そ
れ
程
活
発
で
は
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

つ
た
。
爆
口
上
流
に
至
っ
て
は
、
毎
年
僅
か
一
〇
〇
万
石
程
度
し
か
流
通
し
て
い
な
か
っ
た
。
か
か
る
状
況
の
下
で
、
中
継
業
者
を
経
由
せ
ず

に
一
〇
万
石
も
の
米
石
を
四
川
か
ら
直
接
購
入
す
れ
ば
、
米
相
場
が
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
る
際
に
は
、
米
価
騰
貴
を
招
く
の
は
む
し
ろ
当
然

で
あ
る
。
更
に
、
大
口
の
買
手
が
商
慣
習
を
無
視
し
て
市
場
に
参
入
す
れ
ば
、
投
機
行
為
も
盛
ん
に
な
る
。
李
衛
の
採
買
の
際
、
四
州
側
は
買

付
け
地
重
慶
で
蓄
積
を
取
り
締
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
外
省
商
販
の
投
機
的
搬
出
を
包
括
的
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
邊
幕
を
行
う
以
外
に
途
は

な
く
な
る
。
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第
二
に
、
当
時
の
四
川
は
、
李
衛
が
予
想
し
て
い
た
ほ
ど
米
穀
供
給
能
力
が
高
く
な
か
っ
た
。
四
川
の
米
価
が
漸
江
よ
り
習
い
の
は
、
両
省

間
の
生
産
性
の
差
異
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
（
生
産
性
は
、
四
川
よ
り
漸
江
の
方
が
は
る
か
に
高
い
は
ず
で
あ
る
）
、
む
し
ろ
両
省
間
の
価
格
体

系
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
採
買
に
よ
り
四
川
省
民
は
良
質
銀
を
得
ら
れ
て
喜
ん
で
い
る
と
い
う
李
衛
の
報
告
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
四

川
が
漸
江
よ
り
糧
対
的
に
銀
貴
米
賎
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
四
川
と
漸
騰
の
米
穀
市
場
の
統
合
性
は
極
め
て
低
か
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
四
州
の
低
米
価
は
、
米
穀
供
給
の
豊
富
さ
で
は
な
く
銀
の
貴
さ
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
採
買
に
よ
る
銀
の
大
量
投
下
は
、

た
ち
ま
ち
米
価
騰
貴
を
惹
起
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
李
衛
の
連
続
採
買
計
画
は
、
挫
折
す
べ
く
し
て
挫
折
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
前
後
し
て
、
国
家
は
採
買
の
み
に
頼
っ
た
平

羅
政
策
を
修
正
し
は
じ
め
る
。
管
兇
の
限
り
、
撃
墜
六
年
以
降
、
季
衛
は
四
川
へ
の
採
買
を
挙
行
し
て
い
な
い
。
国
家
は
、
奨
揚
へ
の
介
入
が

よ
り
間
接
的
で
、
特
定
地
域
の
米
価
騰
貴
を
招
か
な
い
倉
儲
政
策
へ
、
平
羅
の
重
点
を
移
し
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
常
平
倉
は
、
清
初
よ
り
存
在
し
た
が
、
順
治
・
康
煕
年
間
は
あ
ま
り
普
及
せ
ず
、
雍
正
ご
ろ
よ
り
本
格
的
に
普
及
し
は
じ
め
る
。
順
治
・
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

煕
年
間
に
常
平
倉
が
普
及
し
な
か
っ
た
最
大
の
理
由
は
、
倉
儲
の
元
資
を
摘
穀
に
依
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
大
量
の
倉
穀
を

常
時
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
雍
警
護
は
、
こ
の
方
法
を
改
め
、
国
勢
を
投
下
し
て
米
穀
を
採
買
し
、
以
て
常
平
倉
を
充
実
さ
せ
る
方

　
　
　
　
　
⑪

法
に
変
更
し
た
。
更
に
雍
正
帝
は
、
倉
儲
を
所
在
地
域
の
救
済
だ
け
で
な
く
、
他
地
域
の
救
済
に
も
役
立
た
せ
る
こ
と
も
考
え
て
い
た
。
そ
れ

故
、
特
に
湖
広
や
四
川
な
ど
産
米
地
の
倉
儲
が
重
点
的
に
強
化
さ
れ
た
。

　
雍
正
三
年
、
湖
広
の
倉
町
が
数
十
万
石
に
減
少
し
て
い
る
の
を
憂
え
た
皇
帝
は
、
摩
銀
一
〇
余
万
両
を
干
支
し
て
穀
石
を
採
押
し
、
常
平
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
充
実
さ
せ
る
よ
う
該
省
督
撫
に
命
じ
た
。
こ
こ
で
皇
帝
は
、
湖
広
の
倉
出
を
他
省
に
も
使
用
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
明
多
し
て
い
る
。
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
承
け
て
、
湖
南
省
は
、
銀
六
万
両
で
穀
一
七
万
石
を
採
諭
し
た
。
雍
正
五
年
一
月
に
は
、
湖
南
の
倉
儲
は
二
五
万
石
に
増
加
し
た
。
そ
し
て

雍
正
七
年
二
月
に
は
、
常
平
六
呂
約
三
〇
万
石
、
社
倉
穀
約
二
〇
万
石
、
菅
栄
買
穀
約
一
〇
万
石
、
総
計
約
六
〇
万
石
の
穀
石
を
備
蓄
す
る
に

　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

至
っ
て
い
る
。
一
方
、
湖
北
省
は
訂
正
五
年
一
月
に
は
僅
か
に
予
算
九
万
八
千
石
を
備
蓄
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
同
年
湖
広
が
塩
商
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⑰

の
旧
穀
銀
一
〇
万
澗
（
湖
北
六
万
両
、
湖
南
四
万
両
）
を
使
っ
て
欝
欝
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
な
積
貯
政
策
が
続
け
ら
れ
た
結
果
、
雍
正
一
一
年
一

月
に
は
湖
北
だ
け
で
穀
麦
三
八
万
九
千
石
を
儲
備
す
る
に
至
っ
た
。
同
年
江
蘇
の
米
不
足
に
際
し
、
湖
北
で
は
落
書
お
よ
び
解
説
計
一
〇
万
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
米
五
万
石
に
礁
し
て
江
蘇
に
送
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
湖
南
や
湖
北
以
上
に
積
貯
が
重
視
さ
れ
た
の
は
、
四
川
省
で
あ
る
。
門
衛
の
逆
馬
の
後
、
四
川
は
雍
正
九
年
に
再
び
米
価
騰
貴
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

起
こ
し
、
ま
た
軍
糧
の
供
出
に
も
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
、
二
度
目
の
邊
雑
を
開
始
し
た
。
こ
の
時
、
四
川
の
存
穀
は
四
二
万
石
に
達
し
て
い
た

が
、
雍
正
九
年
六
月
二
二
臼
、
四
川
省
当
局
は
、
銀
に
よ
る
掲
納
を
行
い
、
掲
銀
で
米
穀
を
購
入
し
、
常
平
倉
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し

⑳た
。
こ
の
摘
銀
買
穀
案
は
、
農
民
が
穀
を
売
っ
て
銀
に
易
え
、
国
家
が
そ
の
銀
で
再
び
穀
を
買
う
と
い
う
繁
雑
さ
が
問
題
と
な
り
、
結
局
許
可

　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
七
月
二
六
日
、
皇
帝
は
大
学
士
等
に
四
川
の
倉
穀
不
足
問
題
に
つ
い
て
諮
問
し
て
い
る
。
七
月
二
九
日
、
こ
れ
に
対
す
る

答
申
が
出
さ
れ
、
毎
年
銀
六
万
両
を
動
罰
し
、
、
穀
二
〇
万
石
を
三
年
間
、
合
計
六
〇
万
石
を
収
濾
し
、
現
儲
の
四
二
万
石
と
合
わ
せ
て
穀
一
〇

〇
万
石
を
備
蓄
す
る
と
い
う
大
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
裁
可
さ
れ
、
雍
正
一
二
年
四
月
に
は
、
六
〇
万
石
の
う
ち
四
四
万
石
が
購

　
　
　
　
　
⑳

買
さ
れ
て
い
た
。

　
勿
論
、
湖
広
や
四
川
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
省
も
積
極
的
に
倉
儲
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
た
と
え
ぼ
、
江
西
の
備
蓄
は
、
雍
正
門
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

○
月
の
時
点
で
既
に
穀
約
九
〇
万
石
に
達
し
て
い
た
が
、
雍
正
一
二
年
八
月
に
は
一
二
四
万
石
に
至
っ
て
お
り
、
更
に
江
西
巡
撫
は
新
た
な
採

　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰺

買
を
願
い
出
て
い
る
。
安
徽
の
備
蓄
も
、
粛
正
九
年
一
〇
月
の
二
〇
万
石
か
ら
雍
正
＝
一
一
年
八
月
の
四
五
万
石
へ
と
、
着
実
な
増
加
を
見
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

い
る
。
一
方
、
需
米
地
に
属
す
る
広
東
で
も
、
雍
正
一
〇
年
よ
り
広
州
府
三
水
県
西
南
鎮
に
て
倉
厳
の
新
建
と
広
西
穀
の
収
貯
が
行
わ
れ
、
雍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

正
一
二
年
忌
は
豆
州
・
顔
州
で
も
建
干
口
止
が
開
始
さ
れ
た
。
辺
境
地
帯
の
強
縮
で
は
、
雍
正
一
〇
年
一
二
月
に
湖
広
米
一
〇
万
石
を
法
学
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

貯
す
る
計
画
が
策
定
さ
れ
、
翌
一
一
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
米
四
万
五
千
石
を
河
南
経
由
で
輸
送
し
て
い
る
。

　
雍
正
の
倉
儲
政
策
は
、
他
地
域
の
災
害
に
も
機
動
的
に
対
応
で
き
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
の
で
、
水
運
が
便
利
な
地
域
の
倉
儲
が
重
点
的
に

強
化
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
雍
正
七
年
一
一
月
広
西
巡
撫
金
鋲
は
、
現
在
広
西
の
倉
穀
は
一
五
三
万
石
に
達
し
て
い
る
が
、
他
地
域
の
救
済
に
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備
え
る
た
め
好
運
困
難
地
域
の
盛
儀
を
減
ら
し
て
搬
運
至
便
地
域
の
倉
儲
を
増
し
、
全
省
で
一
〇
〇
万
石
程
度
を
貯
濡
す
る
よ
う
に
し
て
は
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

う
か
と
具
申
し
て
い
る
。
こ
の
提
案
は
、
翌
年
四
月
、
雲
広
総
督
那
爾
泰
の
反
駁
に
遭
い
、
倉
岳
の
削
減
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
が
、
金
鉄
は

不
便
地
域
の
倉
儲
は
減
ら
さ
ず
に
至
便
地
域
の
倉
儲
だ
け
を
増
強
す
る
よ
う
再
提
案
し
、
許
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
倉
儲
は
、
輸
送
の
便

を
考
慮
し
て
あ
る
程
度
合
理
的
に
配
置
さ
れ
は
し
た
が
、
全
体
的
に
見
れ
ば
一
方
的
な
蓄
積
強
化
の
途
を
た
ど
っ
た
。
し
か
し
雍
至
仁
の
時
点

で
は
、
倉
儲
は
多
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
楽
観
論
が
支
配
的
で
あ
り
、
倉
穀
の
大
古
備
蓄
に
併
う
弊
害
は
殆
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　
時
代
が
豊
隆
に
な
る
と
、
倉
儲
の
域
内
完
結
性
は
ま
す
ま
す
弱
ま
り
、
豊
富
な
備
蓄
を
背
景
に
し
て
隔
省
・
隔
地
間
に
お
け
る
倉
儲
の
融
通

性
が
更
に
向
上
し
て
く
る
。
そ
れ
は
、
域
外
で
の
採
買
補
倉
、
域
外
へ
の
倉
穀
擾
協
、
社
倉
の
国
家
運
用
化
な
ど
と
い
う
形
で
具
体
化
し
て
い

る
。　

域
外
に
て
米
穀
を
昌
昌
し
営
倉
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
雍
正
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、
雍
正
の
倉
儲
政
策
そ
れ
自
体
、
一
定
の
地
域
間
分
業
に

立
脚
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
定
心
に
入
る
と
域
外
で
の
採
買
補
倉
は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
公
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
乾
隆
初
期
、

す
で
に
大
量
の
備
蓄
を
達
成
し
つ
つ
あ
っ
た
常
平
倉
の
平
羅
方
法
が
議
論
さ
れ
た
時
、
川
陳
総
督
は
、
愛
心
で
の
採
買
は
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

な
り
易
い
の
で
、
本
地
の
富
戸
よ
り
収
来
す
べ
き
で
あ
る
と
具
申
し
て
い
る
が
、
漸
江
総
督
は
、
従
来
漸
西
は
他
所
よ
り
採
買
し
、
漸
東
は
本

地
で
採
濾
し
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
今
後
も
漸
西
は
域
外
で
、
漸
東
は
域
内
で
競
買
補
聴
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。
採
買
か
ら
倉

儲
へ
、
黒
総
政
策
は
保
守
化
の
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
商
品
経
済
の
発
達
し
た
漸
西
な
ど
で
は
、
倉
儲
に
よ
る
自
己
完
結
的
な
米
穀
需
給
シ
ス
テ

ム
の
再
構
築
を
行
う
こ
と
は
、
も
は
や
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
不
必
要
で
も
あ
っ
た
。

　
域
外
の
被
災
地
へ
倉
穀
を
援
助
す
る
こ
と
は
、
雍
正
倉
儲
政
策
の
主
要
目
的
で
あ
っ
た
が
、
鍛
協
制
度
は
、
乾
隆
よ
り
本
格
的
に
機
能
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

よ
う
に
な
る
。
乾
隆
三
年
、
江
蘇
・
安
徽
の
早
災
に
際
し
て
は
、
江
西
よ
り
倉
穀
一
〇
万
石
が
、
湖
南
よ
り
倉
穀
二
〇
万
石
が
そ
れ
ぞ
れ
擾
協

さ
れ
、
平
羅
に
使
用
さ
れ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
本
来
被
援
助
省
が
藩
庫
よ
り
代
価
を
支
払
う
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
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南
は
江
湖
に
対
し
て
も
湖
南
に
対
し
て
も
経
費
負
担
を
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
江
西
の
場
合
は
、
江
西
の
司
摩
銀
あ
る
い
は
掲
納
に

て
買
補
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
隔
省
問
の
繁
珀
な
現
銀
輸
送
業
務
は
合
理
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
採

買
政
策
で
一
応
確
立
さ
れ
て
い
た
受
益
者
費
用
負
担
の
原
則
は
、
再
び
後
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
域
外
援
穀
の
今
一
つ
の
型
は
、
擾
協
を
受
け
た
省
が
そ
の
倉
殻
を
そ
の
ま
ま
備
蓄
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
倉
儲
か
ら
倉
儲
へ
、
で
あ
る
。
乾

隆
三
年
、
福
建
は
、
江
西
よ
り
倉
穀
二
〇
万
石
を
、
湖
南
よ
り
倉
穀
一
〇
万
石
を
簸
罪
し
て
貰
い
、
こ
れ
を
福
建
に
黒
垂
し
た
い
と
願
い
出
て

　
　
　
　
⑳

許
可
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
福
建
が
代
価
を
支
払
っ
た
か
ど
う
か
、
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
福
建
は
備
蓄
穀
が
＝
ハ
三
万
石
も
あ
り
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

前
年
に
は
穀
一
九
万
石
し
か
使
用
し
な
か
っ
た
こ
と
を
皇
帝
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
湖
広
・
江
西
の
三
韓
は
他
省

に
よ
っ
て
比
較
的
安
易
に
利
用
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
費
用
負
担
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
域
外
へ
の
倉
儲
擾
協
は
、
往
々
に

し
て
産
米
省
倉
儲
へ
の
依
存
心
を
強
め
、
こ
の
こ
と
が
産
米
省
の
過
剃
備
蓄
を
加
速
さ
せ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
乾
隆
の
倉
儲
政
策
は
、
ま
た
社
倉
を
も
国
家
備
蓄
に
準
ず
る
も
の
と
看
慨
し
、
こ
れ
を
充
実
強
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
社
倉
は
、
雍
正
か
ら
興

隆
に
か
け
て
普
及
し
た
が
、
社
穀
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、
漕
糧
へ
の
割
当
、
耗
糧
の
一
部
転
用
、
官
幣
に
よ
る
採
買
、
常
平
倉
か
ら
の
援
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
社
倉
に
対
す
る
国
家
の
補
助
に
は
定
式
が
な
く
、
あ
く
ま
で
便
宜
的
な
措
置
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
い
た
。
た
と
え
ば
、
社
穀
の
採
貿
に
際
し
て
は
、
乾
隆
七
年
、
広
西
が
磐
戸
工
本
銀
一
万
二
千
両
を
転
用
し
て
社
穀
を
収
塾
し
た
よ
う
に
、

正
規
の
財
政
か
ら
費
用
を
支
出
す
る
の
で
は
な
く
、
別
の
費
目
か
ら
資
金
を
流
用
し
て
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
常
平
倉
か
ら
の
援
助
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

も
、
遇
時
社
倉
政
策
に
尽
力
し
て
い
た
陳
宏
謀
は
、
常
平
倉
穀
か
ら
の
永
久
転
用
お
よ
び
一
時
借
用
と
も
に
実
施
し
て
お
り
、
情
況
に
応
じ
て

適
宜
方
法
が
変
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
倉
儲
の
融
通
性
拡
大
は
社
倉
に
も
及
び
、
食
糧
備
蓄
は
ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
倉
儲
政
策
の
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
、
採
買
政
策
も
一
定
の
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。
採
買
政
策
は
、
決
し
て
放
棄
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

義
理
以
降
も
引
続
い
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
産
米
省
に
と
っ
て
、
他
省
か
ら
の
不
時
の
採
買
は
、
や
は
り
米
価
騰
貴
を
招
き
か
ね
な
い
迷
惑

な
存
在
で
あ
り
、
な
る
べ
く
回
避
し
た
い
気
持
ち
に
変
わ
り
は
な
い
。
雍
正
一
二
年
、
江
西
要
砦
常
安
は
、
江
南
が
江
西
に
採
買
に
来
る
前
に
、
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三代前期の平雑政策（山本）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

自
ら
江
西
穀
一
〇
万
石
を
あ
ら
か
じ
め
収
領
し
て
お
ぎ
、
来
春
端
境
期
に
江
爾
へ
輸
送
平
養
し
た
い
と
上
奏
し
て
い
る
。
乾
姜
五
年
に
は
、
湖

南
が
、
前
年
採
買
備
奏
し
て
お
い
た
穀
五
〇
万
石
を
漸
江
に
擾
給
し
て
い
る
。
乾
隆
一
三
年
、
江
蘇
の
米
緬
騰
貴
に
際
し
て
、
湖
南
は
自
ら
穀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

二
〇
万
石
を
採
擬
し
江
蘇
の
官
員
に
引
き
渡
し
て
お
り
、
江
酋
は
二
度
に
わ
た
り
倉
米
二
〇
万
石
を
江
蘇
に
送
っ
て
い
る
。
湖
南
も
江
西
も
、

江
蘇
省
当
局
に
よ
っ
て
自
省
内
で
採
買
さ
れ
る
こ
と
を
忌
避
し
、
自
ら
の
手
で
採
毒
し
て
お
い
た
り
倉
米
を
提
供
し
た
り
し
て
い
る
。
更
に
進

ん
で
、
聖
業
を
「
採
買
」
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
乾
隆
三
年
、
江
南
か
ら
の
採
買
に
対
し
、
湖
広
で
は
、
米
価
騰
貴
を
予
防
す
る
た
め
常
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

倉
穀
を
引
き
渡
し
て
い
る
。
乾
隆
六
年
、
安
徽
は
、
湖
北
の
隆
昌
・
漢
恒
等
府
に
備
蓄
さ
れ
て
い
た
隣
省
救
済
用
倉
儲
よ
り
、
米
一
〇
万
石
を

　
　
　
　
　
　
　
⑪

採
買
収
思
し
て
い
る
。
こ
う
な
る
と
、
も
は
や
採
光
政
策
と
倉
儲
政
策
と
の
区
別
が
困
難
に
な
る
。
勿
論
、
至
適
政
策
に
お
け
る
如
上
の
変
化

は
、
ま
だ
一
部
分
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
乾
隆
以
降
、
産
米
省
に
米
価
騰
貴
を
波
及
さ
せ
な
い
た
め
、
需
給
が
逼
迫
し
て
い
る
折
に
市
場
流

通
米
を
愛
器
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
始
め
た
も
の
と
看
隠
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
産
米
省
も
平
羅
政
策
に
主

体
的
に
参
加
し
得
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
乾
隆
前
期
の
上
里
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
形
態
で
行
わ
れ
、
雍
正
期
の
平
羅
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
変
化
を
見
せ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
乾
隆
三
年
、
長
江
下
流
で
早
災
が
発
生
し
た
時
、
江
蘇
・
安
徽
両
省
は
銀
五
〇
万
両
を
差
支
し
て
湖
広
・
江
西
に
て
米
穀
を

　
　
　
　
　
衝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

採
記
し
て
い
る
。
同
時
に
、
江
酉
は
独
自
に
美
里
一
〇
万
石
を
擾
思
し
、
湖
南
も
ま
た
倉
穀
二
〇
万
石
を
湿
掻
し
、
江
南
を
救
済
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
福
建
へ
擾
協
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
江
西
・
湖
南
倉
穀
の
う
ち
、
一
〇
万
石
が
江
南
に
駐
留
接
済
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
つ
い
で
乾
隆
七
年
、
江
蘇
北
部
が
水
災
に
遭
っ
た
時
に
は
、
河
南
か
ら
粟
米
二
〇
万
石
、
江
西
か
ら
倉
米
二
〇
万
石
が
擾
協
さ
れ
る
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄

に
、
四
川
が
常
平
倉
穀
等
二
〇
万
石
を
江
蘇
に
送
っ
て
い
る
。
同
じ
頃
、
湖
北
も
四
川
倉
穀
二
〇
万
石
を
購
買
収
貯
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は

長
江
下
流
か
ら
の
採
買
や
商
人
の
搬
運
に
備
え
る
意
味
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
、
四
川
の
米
穀
が
再
び
長
江
下
流
域
の
救
済
に
使
周
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
言
書
の
四
川
乱
採
買
は
結
局
失
敗
に
帰
し
た
と
は
言
え
、
四
川
は
や
は
り
有
力
な
産
米
省
で
あ
る
。

雍
正
後
期
よ
り
開
始
さ
れ
た
倉
儲
政
策
の
結
果
、
四
川
の
貯
穀
は
、
乱
獲
七
年
末
の
時
点
で
総
計
二
六
〇
万
石
に
ま
で
増
加
し
た
。
こ
の
膨
大
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な
備
蓄
を
バ
ッ
ク
に
、
四
川
は
域
外
平
羅
政
策
に
復
帰
し
た
の
で
あ
る
。

　
四
川
倉
穀
に
よ
る
域
外
救
済
は
、
そ
の
後
も
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
、
下
汐
一
六
年
（
一
七
五
一
年
）
の
漸
東
平
羅
事
例
よ
り
確
認
し
よ

・
つ
。　

雑
言
一
六
年
、
漸
菓
で
大
規
模
な
堅
甲
が
発
生
し
た
。
漸
見
巡
撫
導
電
は
、
七
月
初
、
と
り
あ
え
ず
司
東
銀
三
七
万
七
千
両
を
動
申
し
、
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

南
・
湖
水
一
帯
で
採
買
を
行
わ
せ
る
と
と
も
に
、
近
隣
各
省
へ
借
米
を
要
請
し
た
。
永
貴
は
、
漸
東
の
救
済
に
必
要
と
さ
れ
る
糧
食
を
米
三
〇

〇
万
石
と
見
積
り
、
う
ち
一
〇
〇
万
石
を
思
恋
省
営
平
倉
お
よ
び
採
買
に
て
、
一
〇
〇
万
石
を
漕
米
の
駐
留
に
て
、
残
る
一
〇
〇
万
石
を
他
省

か
ら
の
擾
協
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
都
合
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
戯
漕
に
つ
い
て
は
、
八
月
中
に
漸
江
漕
糧
五
〇
万
石
・
江
蘇
漕
三

三
〇
万
石
の
存
留
賑
済
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
密
着
要
講
は
、
都
合
三
回
出
さ
れ
て
い
る
。
第
一
圏
は
二
五
万
石
（
湖
広
二
〇
万
石
、
江
南
五
万
石
）
、
第
二
回
は
四
〇
万
石
（
湖
広
二
〇
万
石
、

江
南
ご
0
万
石
）
、
第
三
回
は
五
五
万
石
（
湖
広
一
〇
万
石
、
江
南
一
五
万
石
、
江
西
三
〇
万
石
）
と
要
求
額
は
逓
増
し
、
合
計
米
一
二
〇
万
石
（
湖
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

五
〇
万
石
、
江
南
四
〇
万
石
、
江
西
三
〇
万
石
）
に
至
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
年
湖
広
で
は
、
同
年
湖
南
の
実
収
な
ど
の
理
由
で
、
倉
儲
が
か
な
り
減
少
し
て
い
た
。
湖
南
省
常
平
倉
は
、
当
初
定
額
穀
断

〇
万
二
千
石
、
濫
額
穀
五
七
万
五
千
石
、
合
計
一
二
七
万
七
千
石
を
備
蓄
し
て
い
た
が
、
本
年
湖
爾
の
平
平
や
兵
書
援
助
の
た
め
四
九
万
石
を

放
出
し
た
の
で
、
残
高
は
約
八
○
万
石
に
低
下
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
搬
出
可
能
な
倉
儲
は
四
九
万
石
で
あ
る
が
、
う
ち
一
〇
万
石
を
安
徽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

へ
傷
心
す
る
の
で
、
使
用
可
能
な
倉
穀
は
僅
か
四
〇
万
石
に
過
ぎ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
一
方
、
湖
北
省
常
平
倉
は
、
本
年
の
羅
借
を
除
く
と

残
高
は
穀
三
五
万
石
、
う
ち
搬
出
可
能
な
倉
儲
は
二
三
万
石
程
度
で
あ
っ
た
。
濁
湖
の
常
平
倉
儲
が
、
湖
南
の
被
災
に
も
か
か
わ
ら
ず
＝
五

万
石
も
存
在
し
、
う
ち
七
〇
万
石
が
擾
協
可
能
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
倉
儲
政
策
の
成
果
が
現
れ
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

但
し
、
こ
れ
だ
け
の
倉
儲
も
、
今
回
の
漸
東
大
皐
災
に
は
、
十
分
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
口
広
と
比
較
す
る
と
、
江
西
は
か
な
り
余
裕
が
あ
っ
た
。
江
西
の
倉
儲
は
、
常
平
倉
額
貯
穀
一
三
七
万
一
千
石
、
溢
額
穀
一
二
万
三
千
石
、

or6　（732）



「

日代前期の平羅政策（山本）

掲
監
等
穀
四
千
石
、
合
計
一
四
九
万
八
千
石
に
達
し
て
お
り
、
本
年
の
羅
上
分
約
四
五
万
石
を
差
し
引
い
て
も
、
な
お
一
〇
四
万
八
千
石
を
備

　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

蓄
し
て
い
た
。
逆
に
、
江
蘇
の
倉
儲
は
、
定
額
一
五
四
万
八
千
石
で
あ
っ
た
が
、
再
送
穀
は
僅
か
五
九
万
七
千
石
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
長
江
流
域
各
省
の
倉
儲
は
、
雍
正
期
よ
り
か
な
り
充
実
し
て
は
い
た
が
、
米
一
二
〇
万
石
（
穀
二
四
〇
万
石
）
を
捻
出
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
八
月
中
旬
に
は
、
永
貴
の
斎
米
予
測
が
過
多
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
倉
儲
の
大
量
擾
協
は
中
止
さ
れ

た
。
累
歳
救
済
は
、
最
終
的
に
、
載
留
漕
米
八
○
万
石
（
漸
江
五
〇
万
石
、
江
蘇
三
〇
万
石
）
、
倉
穀
畷
米
墨
四
〇
万
石
（
藤
江
一
五
万
六
千
石
、
湖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

広
一
五
万
石
、
江
西
五
万
石
、
江
蘇
五
万
石
、
福
建
五
万
石
）
、
採
演
説
〇
一
五
〇
万
石
、
合
計
米
一
七
〇
万
石
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戯
漕
、

倉
儲
、
採
買
が
、
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
ン
ス
良
く
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
今
次
の
聖
母
に
お
い
て
、
四
川
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
永
貴
は
、
李
衛
よ
り
は
る
か
に
深
刻
な
米
不

足
に
直
面
し
な
が
ら
、
四
川
へ
の
採
買
お
よ
び
擾
協
要
請
を
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
四
川
は
、
湖
広
を
経
由
し
て
間
接
的
に
漸
江
を
援
助
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
湖
広
か
ら
江
漸
へ
は
米
穀
流
通
が
活
発
で
あ
り
、
漸
江
の
米
貴
が
湖
広
へ
波
及
す
る
煎
れ
は
十
分
あ
っ
た
。
そ
こ
で
四
川

総
督
策
鰐
は
、
将
来
の
湖
広
米
貴
に
備
え
る
べ
く
、
あ
ら
か
じ
め
四
川
の
溢
額
倉
穀
九
〇
万
石
の
う
ち
搬
運
可
能
な
四
〇
万
石
を
汐
路
に
擾
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
こ
と
を
計
押
し
、
と
り
あ
え
ず
穀
二
〇
万
石
の
畷
米
輸
送
を
開
始
し
た
。
こ
の
計
画
は
裁
可
さ
れ
、
四
川
倉
米
は
湖
南
・
湖
北
両
省
に
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

貯
し
て
、
漫
芸
が
安
徽
・
漸
江
へ
娑
婆
し
た
分
を
補
填
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
湖
広
総
督
阿
里
変
は
、
四
川
が
擾
協
し
た
倉
米
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ち
、
第
一
次
泥
砂
分
一
〇
万
石
を
漸
江
へ
送
り
、
第
二
次
簸
運
分
＝
一
万
九
千
石
を
湖
北
に
備
蓄
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
。
し
か
し
、
漸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

江
の
需
米
予
測
が
下
方
修
正
さ
れ
た
た
め
、
四
川
か
ら
の
援
助
米
は
全
て
湖
北
に
収
賛
す
る
こ
と
が
確
定
し
た
。

　
四
川
省
が
倉
米
機
協
を
引
受
け
た
背
景
に
は
、
何
と
し
て
で
も
四
川
で
の
採
買
を
防
着
し
た
い
と
い
う
切
実
な
意
志
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
以

下
の
事
実
経
過
か
ら
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
乾
鳥
帝
は
、
湖
広
に
四
川
米
を
採
買
さ
せ
、
以
て
下
流
へ
の
叢
協
分
を
補
罰
す
る

　
　
　
　
　
⑮

予
定
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
策
携
は
こ
の
案
に
反
対
し
、
四
川
倉
儲
の
擾
協
に
よ
っ
て
湖
広
の
倉
儲
を
補
充
す
る
案
に
切
り
替
え
さ
せ
た
。
そ
の

雷
と
し
て
・
霧
は
四
川
米
禦
「
少
増
」
し
た
断
」
と
を
あ
げ
て
い
る
ゆ
説
得
力
は
乏
し
い
・
し
か
し
・
と
に
か
く
川
米
餐
は
回
避
さ
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⑰

れ
た
。
そ
の
後
、
阿
里
褒
が
四
川
で
の
採
買
を
願
い
出
た
が
、
こ
れ
も
実
施
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

　
こ
う
し
て
四
川
は
、
倉
儲
を
擾
食
す
る
こ
と
に
よ
り
採
買
を
回
避
し
た
。
一
方
、
隠
蟹
は
、
邊
耀
を
禁
止
し
、
民
間
の
米
穀
移
出
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
感
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
こ
れ
を
容
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
漸
江
は
、
集
散
地
早
口
に
て
米
穀
を
採
来
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
四
川
市
場
の
長
江
流
域
市
場
へ
の
統
合

が
進
ん
で
い
な
い
時
点
で
は
、
漢
口
の
需
給
調
節
機
能
は
、
国
家
で
さ
え
こ
れ
を
無
視
で
き
な
い
程
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

58　（734）

①
　
『
嘗
中
撹
雍
正
朝
奏
摺
』
第
九
輯
、
雍
正
五
年
一
二
月
三
鑓
、
漸
江
総
督
管
巡

　
撫
事
李
衛

　
　
漸
野
鼠
墨
入
万
両
。
赴
m
川
買
米
。

②
隅
右
、
窮
七
輯
、
雍
正
五
年
三
月
一
七
日
、
蘇
州
巡
撫
陳
時
夏

　
　
順
奉
恩
旨
。
動
梅
圃
米
平
羅
。
臣
欽
遵
。
動
地
織
日
銀
四
万
両
。
委
員
分
領
。

　
　
赴
江
広
採
買
備
耀
。

③
　
厳
烈
、
第
九
輯
、
総
掘
六
年
正
月
一
九
日
、
湖
広
総
督
遮
柱
・
湖
北
巡
回
馬
会

　
伯

　
　
又
奉
特
諭
。
将
買
穀
備
用
銀
六
万
両
動
支
。
分
給
賑
憧
。
臣
馬
会
伯
。
以
貧
民

　
　
群
聚
鯉
買
。
恐
致
米
価
騰
貴
。
随
委
員
前
往
四
川
・
湖
南
豊
収
之
処
。
分
途
採

　
　
買
。
…
…
臣
等
細
加
演
算
。
論
説
州
県
原
報
戸
口
計
之
。
則
六
万
両
採
買
之
数
。

　
　
可
敷
四
個
月
賑
済
之
用
。

④
　
蔭
子
、
、
第
九
輯
、
雍
正
五
年
一
二
月
一
三
日
、
重
慶
総
兵
官
任
国
栄

　
　
今
見
。
漸
楚
二
省
買
米
差
員
。
接
踵
而
至
。
外
販
又
運
往
下
江
。
絡
繹
不
絶
。

　
　
…
…
自
虫
単
軸
省
採
買
数
万
石
之
後
。
外
省
米
商
。
又
源
海
運
輩
下
江
。
以
致

　
　
今
年
春
夏
米
価
頻
増
。

⑤
　
同
右
、
第
九
輯
、
雍
正
六
年
正
月
ニ
ニ
日
、
四
川
巡
撫
憲
徳

　
　
臣
思
。
地
方
民
食
。
関
係
緊
要
。
故
万
不
得
已
。
於
十
二
月
間
。
行
令
室
地
方

　
　
官
。
除
漸
楚
官
買
米
穀
。
勿
照
数
聴
其
買
運
外
。
其
余
商
販
私
運
。
令
其
酌
量

　
　
暫
行
禁
止
。

⑥
　
前
注
①
、
李
衛

　
　
准
其
在
川
買
米
二
万
石
。
其
余
着
李
衛
。
於
江
西
等
省
採
買
。

⑦
　
　
『
宮
中
櫨
雍
正
朝
奏
摺
』
第
一
〇
輯
、
雍
正
六
年
六
月
八
日
、
漸
江
総
督
管
巡

　
撫
事
李
衛

　
　
又
四
州
買
米
人
員
。
已
経
運
脚
到
漸
。
…
…
余
銀
張
回
無
慈
。
在
江
西
順
路
。

　
　
㎜
黒
回
六
千
余
石
。

⑧
強
烈
、
第
一
八
輯
、
総
収
九
年
六
月
目
日
日
、
四
用
総
督
朝
廷
桂
・
巡
撫
憲
徳

　
　
外
省
商
販
。
又
在
各
処
市
場
。
順
流
搬
運
。
毎
歳
不
下
百
十
万
石
。

⑨
星
、
前
掲
書
、
七
六
…
八
四
頁
。

⑩
光
緒
『
大
瓶
掃
墨
事
例
』
巻
｝
入
葛
藤
儲
常
平
素
本

　
　
順
治
十
二
年
題
准
。
…
…
其
郷
蔵
富
民
楽
輸
者
。
地
方
官
多
方
鼓
励
。
母
勒
以

　
　
定
数
。

　
　
康
照
十
八
年
題
准
。
地
方
宮
整
理
常
平
倉
。
毎
歳
秋
収
。
勧
諭
郷
紳
士
民
。
摘

　
　
輸
米
穀
。

　
　
三
十
二
年
覆
准
。
漸
江
製
薬
最
多
。
所
収
不
皇
民
食
。
郷
紳
士
翠
霞
輸
。

　
　
三
十
四
年
議
准
。
令
直
省
督
撫
筋
各
州
県
衛
官
。
勧
諭
郷
紳
士
民
。
毎
歳
収
穫

　
　
時
。
量
力
掲
輸
積
儲
。

　
　
ご
一
十
六
年
照
照
准
い
。
湖
広
ゴ
～
十
五
年
分
各
局
［
掲
輪
…
之
穀
。
儲
岬
藤
浪
堂
…
平
倉
…
。
旧
以
備

　
，
賑
済
。

　
　
（
五
十
匹
年
）
又
覆
准
。
湖
北
撫
司
道
府
州
県
等
官
。
共
絹
輸
穀
三
越
五
千
七
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首
石
。
分
叢
大
中
小
州
県
衛
所
。
収
存
備
用
。

⑪
　
同
学

　
　
雍
正
元
年
覆
准
。
動
漸
江
庫
蓄
買
米
三
万
石
。
運
慶
門
収
存
万
石
。
潭
泉
二
府

　
　
剛
建
六
千
石
。
余
八
千
石
。
運
赴
福
建
省
誠
。

　
　
（
四
年
）
又
覆
准
。
江
南
蘇
松
常
三
府
。
買
穀
八
万
石
播
儲
。
又
覆
准
。
断
江

　
　
寧
波
金
華
等
府
。
買
穀
五
万
五
千
三
石
分
儲
。

⑫
雍
正
『
大
清
会
典
』
巻
三
九
戸
部
一
七
積
儲

　
　
（
雍
正
三
年
）
又
論
。
湖
広
為
産
米
之
郷
。
脈
石
最
上
多
貯
。
将
来
銀
翼
別
省
。

　
　
皆
為
近
便
。
今
査
湖
広
蓋
省
存
倉
之
穀
。
品
数
十
万
石
。
面
掛
無
多
。
今
歳
湖

　
　
広
収
成
豊
稔
。
著
即
行
文
素
省
督
撫
。
寮
母
動
支
庫
銀
累
累
万
両
。
遽
委
賢

　
　
員
。
採
買
置
石
。
於
省
倉
及
府
州
県
応
貯
之
処
。
掛
針
収
貯
。

⑬
　
『
宮
中
稽
雍
正
朝
織
笠
』
第
＝
　
輯
、
雍
正
七
年
二
月
一
五
臼
、
湖
南
布
政
使

　
趙
城

　
　
動
庫
銀
六
万
両
。
前
後
委
員
。
陸
続
採
買
穀
一
十
七
万
一
千
五
百
三
十
三
石
五

　
　
斗
六
升
。

⑭
　
同
右
、
第
七
輯
、
雍
正
五
年
正
月
二
五
日
、
湖
広
総
督
傅
敏
・
湖
北
巡
撫
憲
徳

　
　
湖
南
亦
霞
幕
穀
二
十
五
万
一
千
余
石
。

⑮
前
注
⑬
、
趙
域

　
　
今
概
査
綜
倉
穀
石
。
前
向
竹
原
有
常
平
倉
穀
三
十
万
穴
千
余
石
外
。
彊
年
以
来
。

　
　
荷
蒙
皇
恩
。
累
積
有
筏
穀
二
十
万
入
千
余
論
。
商
摘
買
穀
∵
†
万
五
千
余
石
。

　
　
編
目
酬
湖
｛
三
門
ロ
通
有
六
十
当
館
之
多
。

⑯
　
前
注
⑭
、
傅
敏
・
憲
徳

　
　
常
平
倉
実
在
存
貯
。
湖
北
僅
有
蓋
麦
九
万
八
千
余
石
。

⑰
　
光
緒
『
大
清
会
典
購
例
』
巻
｝
八
九
　
積
儲
常
平
豆
本

　
　
（
雍
正
）
五
年
議
准
。
湖
白
膜
商
摘
穀
銀
十
万
両
。
分
発
湖
北
六
万
両
。
湖
南

　
　
四
万
両
。
交
各
府
莇
令
就
近
影
買
存
儲
。

⑱
『
宮
中
櫓
雍
正
朝
奏
摺
』
第
二
一
輯
、
雍
正
＝
年
正
月
二
九
目
、
湖
北
布
政

　
使
鍾
保

　
　
匝
査
楚
北
各
属
存
倉
穀
炎
等
項
。
共
有
三
十
八
万
九
千
余
石
。
…
…
請
将
湖
北

　
　
現
収
摘
穀
。
影
絵
六
万
五
千
石
。
三
尊
各
属
附
近
水
解
之
州
県
倉
穀
。
動
擾
三

　
　
万
五
千
石
。
共
穀
十
万
石
。
畷
米
五
万
石
。
選
委
能
員
。
調
帯
船
隻
。
由
長
江

　
　
順
流
而
下
。
直
抵
江
蘇
。

⑲
同
右
、
第
二
一
輯
、
雍
正
＝
年
二
月
七
日
、
四
川
巡
撫
憲
徳

　
　
雍
正
九
年
。
憲
徳
以
川
省
米
価
稽
昂
。
又
復
綴
喜
軍
糟
。
奏
請
暫
禁
商
販
赴
楚
。

⑳
　
前
注
⑧
、
黄
廷
桂
・
豊
麗

　
　
臣
等
査
全
川
一
百
数
十
余
州
県
。
其
倉
廠
存
貯
米
穀
雑
糧
。
通
省
合
算
。
止
共

　
　
四
十
二
万
石
有
零
。
…
…
傭
准
将
川
省
常
平
太
息
例
。
改
殻
蓬
餅
。
…
…
不
分

　
　
旗
民
人
員
。
聴
許
赴
川
瀬
例
甫
嶺
。
即
交
響
四
川
布
政
司
海
曹
。
…
…
遽
委
賢

　
　
員
。
於
秋
成
之
時
。
赴
各
州
県
。
照
照
市
価
。
遍
羅
買
繋
。
交
該
地
方
官
。
査

　
　
収
貯
倉
。

⑳
同
坐
、
殊
批

　
　
該
督
撫
請
開
掲
納
。
誤
夷
。
況
改
穀
折
銀
。
復
又
将
銀
買
米
。
徒
立
鼻
端
。
更

　
　
端
金
謬
。

⑫
　
　
『
世
宗
実
録
』
雍
正
九
年
七
月
丁
亥
、
四
川
総
督
黄
廷
桂
等
疏
言
。

⑬
　
同
右
、
雍
正
九
年
七
月
庚
寅
、
大
学
士
等
議
奏

　
　
酌
於
現
存
米
穀
雑
糧
外
。
再
審
六
十
万
石
。
共
計
有
百
万
救
療
。
庶
足
備
用
。

　
　
請
分
作
三
年
。
随
民
間
穀
価
貴
賎
。
約
計
毎
年
買
穀
二
十
万
石
。

⑭
　
　
『
宮
中
橘
雍
正
朝
奏
摺
』
第
二
二
輯
、
雍
正
一
二
年
四
月
＝
二
臼
、
四
川
巡
礁

　
邪
昌

　
　
雍
正
九
年
。
奉
旨
令
川
省
買
込
六
十
万
石
分
路
。
作
三
年
差
足
。
甲
羅
遮
三
年
。

　
　
僅
買
穀
四
十
四
万
余
石
。

⑳
　
同
率
、
第
一
九
輯
、
雍
正
九
年
…
○
月
七
時
、
沼
江
総
督
済
継
善

　
　
江
西
素
為
産
米
之
地
。
現
有
積
機
九
十
余
万
。

⑳
　
同
門
、
第
二
三
輯
、
雍
正
＝
～
年
八
月
九
日
、
江
西
巡
擁
常
安
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査
江
西
闘
省
常
平
等
倉
。
共
貯
穀
一
百
二
十
四
万
余
石
。
応
行
再
為
謹
聴
。
愈

　
　
懸
軍
善
。

⑳
　
前
駆
⑬
、
歩
継
善

　
　
安
徽
米
穀
。
通
計
不
過
二
十
万
。

⑳
　
『
宮
中
榴
雍
正
朝
奏
摺
』
第
二
五
輯
、
雍
正
一
三
年
八
月
某
日
、
江
寧
布
政
使

　
李
蘭

　
　
安
省
各
通
。
現
共
積
穀
四
十
五
万
三
千
余
石
。

＠
　
同
右
、
第
一
九
輯
、
雍
正
一
〇
年
五
月
二
九
日
、
署
理
広
東
総
督
邪
彌
達

　
　
査
省
城
上
流
一
百
二
十
里
。
有
西
南
鎮
。
乃
西
穀
客
船
聚
集
之
所
。
可
於
水
次

　
　
建
造
倉
籔
。
委
員
於
穀
減
平
賎
之
時
。
照
依
時
値
。
公
平
収
買
穀
数
十
万
石
。

　
　
存
貯
在
倉
。

　
同
右
、
第
戦
士
輯
、
雍
正
一
二
年
四
月
八
日
、
広
東
総
督
郷
長
達

　
　
於
広
州
上
流
之
西
爾
鎮
。
建
造
課
率
。
収
買
西
穀
。
十
三
各
部
預
備
銀
五
万

　
　
両
。
以
為
買
穀
之
資
。

⑳
同
右
、
第
二
二
輯
、
雍
正
一
二
年
園
月
八
日
、
広
東
総
督
郷
胆
嚢
・
広
東
巡
撫

　
楊
永
斌
。

⑳
　
同
右
、
第
二
｝
輯
、
雍
正
一
一
年
二
月
一
九
目
、
河
東
総
督
進
士
俊
・
署
理
河

　
南
一
塁
孫
国
璽
。

＠＠＠＠＠＠⑱

同
「
石
、
第
二
一
輯
、
雍
正
一
一
年
六
月
二
日
、
署
理
河
｛
閑
巡
撫
孫
国
璽
。

同
右
、
第
一
四
輯
、
雍
正
七
年
＝
月
七
日
、
広
西
巡
撫
金
鉄
。

同
上
、
第
一
六
輯
、
雍
正
八
年
四
月
二
〇
日
、
雲
広
総
督
郷
爾
泰
。

嗣
右
、
第
一
六
輯
、
雍
正
八
年
八
月
一
八
日
、
広
西
巡
撚
金
鉄
。

た
と
え
ば
前
注
⑯
、
常
安
。

『
高
宗
実
録
』
乾
隆
三
年
四
月
丁
酉
、
大
学
盲
管
川
映
総
督
査
輪
留
条
奏

隣
封
購
買
糧
石
。
般
易
滋
弊
。
莫
如
各
州
県
査
有
糧
石
富
余
噺
家
。
至
布
集
不

能
即
笛
者
。
即
於
市
集
来
散
之
時
。
無
人
裡
買
之
後
。
倶
照
時
価
収
買
。

同
右
、
乾
隆
二
年
七
月
己
亥
、
大
学
士
管
漸
江
総
督
撮
記
箔
疏
議

　
　
採
買
繋
穀
。
塩
分
本
地
外
県
。
漸
省
杭
嘉
湖
寧
紹
等
属
。
錦
繍
隣
省
隣
県
採

　
　
買
。
応
令
毎
年
於
八
月
内
赴
府
領
価
。
其
前
赴
何
処
買
穀
処
所
。
無
文
通
報
。

　
　
以
便
移
査
籔
鎗
。
金
台
摘
厳
温
慮
等
属
。
向
係
在
本
地
採
買
。
応
令
該
府
於
秋

　
　
収
時
。
確
訪
新
穀
時
価
報
司
。
該
州
県
亦
於
八
月
赴
立
野
価
採
買
。

⑳
　
同
塵
、
乾
隆
三
年
一
二
月
是
月
、
両
朝
総
督
那
蘇
図
等
奏

　
　
前
講
酌
掻
江
西
省
倉
穀
石
。
破
米
十
万
。
接
済
江
南
。
原
議
解
還
米
価
。
令
江

　
　
西
自
行
買
補
。
…
…
倹
明
年
収
成
之
際
。
或
於
該
省
司
庫
。
動
項
買
補
。
或
帰

　
　
露
盤
省
掲
総
監
生
案
内
。
～
＃
絹
補
還
倉
。

⑳
　
同
右
、
乾
隆
四
年
五
月
蝿
戌
、
安
徽
巡
撫
孫
国
璽
奏

　
　
安
土
早
鵜
島
早
。
亟
応
予
備
。
当
委
員
前
赴
湖
広
。
薄
雲
備
用
米
石
。
所
有
応
解

　
　
穀
価
。
現
在
庫
項
不
敷
。
請
飾
該
省
督
撫
。
査
明
価
値
報
錆
。
母
様
安
置
機
解
。

＠
　
同
右
、
乾
隆
三
年
五
月
辛
未
、
閲
漸
総
督
専
管
福
建
事
務
都
玉
麟
奏
請

　
　
掻
江
西
省
穀
二
十
万
石
・
湖
南
省
十
万
石
鎌
闘
。
以
備
積
貯
簡
済
民
食
。

⑫
　
同
右
、
都
玉
麟
奏
請

　
　
閲
省
積
穀
旧
額
。
有
一
百
六
十
三
万
里
雪
。
丁
年
所
動
。
不
過
一
十
九
万
而

　
　
已
。

　
な
お
、
同
年
江
蘇
・
安
徽
の
旱
災
に
よ
り
、
三
〇
万
石
の
う
ち
一
〇
万
石
が
江
南

　
に
載
留
さ
れ
た
。
同
右
、
乾
隆
三
年
一
〇
月
是
月
、
両
江
総
督
那
蘇
図
奏
。

⑬
　
星
、
前
掲
書
、
一
＝
八
一
二
二
二
頁
。

⑭
　
『
高
宗
実
録
』
乾
隆
七
年
五
月
辛
目
、
署
両
広
総
督
慶
復
等
疏
称

　
　
嬉
西
僻
処
軽
微
。
通
省
社
穀
無
多
。
現
有
追
貯
応
給
遣
戸
工
本
銀
一
万
二
千
四

　
　
百
八
十
両
零
。
講
於
秋
収
後
採
買
穀
石
。
分
業
各
州
県
社
倉
。

⑮
　
同
右
、
乾
隆
七
年
二
月
是
月
、
江
西
巡
撫
陳
宏
謀
奏
。

⑯
間
右
、
乾
隆
二
一
年
九
月
是
月
、
湖
南
巡
撫
陳
宏
議
奏
。

⑰
　
前
注
⑯
、
常
安

　
　
臣
意
欲
響
動
鰻
掴
。
交
与
江
西
各
府
。
分
散
難
処
。
収
買
穀
十
万
石
。
暫
貯
倉

　
　
中
。
一
群
明
春
。
運
至
江
南
。
減
価
平
羅
。
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前代前期の平囎政策（山本）

愈
　
『
高
宗
実
録
』
興
隆
五
年
五
月
是
月
、
湖
南
巡
撫
漏
光
裕
奏
報

　
　
査
上
年
二
塁
採
貿
貯
穀
五
十
万
石
。
屋
下
備
隣
省
之
用
。
似
可
於
此
県
内
嬢
給

　
　
漸
省
。

⑲
　
同
右
、
乾
隆
＝
二
年
閏
七
月
丁
卯
、
上
諭
。

⑩
　
同
右
、
扇
蟹
三
年
九
月
弦
月
、
湖
広
総
督
宗
室
徳
沸
奏

　
　
請
将
附
近
水
次
之
各
州
仙
山
平
倉
穀
。
支
給
江
省
採
買
各
員
。
令
其
道
自
門
運
。

⑪
v
　
同
右
、
乾
隆
六
年
一
一
月
県
陶
月
、
衙
N
江
訟
紬
督
W
抑
弛
鯨
閣
奏

　
　
請
於
湖
北
武
漢
黄
徳
等
府
存
備
接
済
隣
省
倉
内
。
買
米
～
十
万
石
。
分
発
江
南

　
　
鷹
鳳
立
雛
四
越
州
属
。
派
単
二
貯
。
磁
器
毎
年
平
羅
。

⑫
　
同
右
、
乾
隆
三
年
一
〇
月
是
月
、
両
江
総
督
那
蘇
國
奏
。

　
　
同
輩
、
那
蘇
図
。

⑭
　
同
右
、
乾
隆
四
年
六
月
己
卯
、
江
蘇
通
謀
菩
薩
奏
、
乾
隆
四
年
七
月
己
未
、
、
両

　
江
総
督
那
蘇
図
・
安
徽
巡
撫
孫
國
璽
・
蘇
州
巡
撫
張
渠
奏
覆
。

⑳
　
同
右
、
乾
隆
七
年
一
〇
月
割
月
、
河
南
巡
撫
雅
爾
図
奏
。

　
　
同
右
、
乾
出
八
年
ゴ
響
月
乙
丑
、
前
任
両
江
総
督
宗
室
徳
論
疏
陳
。

⑰
　
同
右
、
乾
隆
八
年
五
月
辛
丑
、
江
蘇
巡
撫
陳
大
受
奏
称
。

　
　
岡
右
、
乾
隆
八
年
正
月
是
月
、
湖
北
巡
撫
萢
環
奏
、
乾
隆
八
年
二
月
蘭
月
、
四

　
川
巡
撫
碩
色
奏
、
乾
隆
八
年
三
月
是
月
、
吊
忍
湖
北
巡
撫
雪
礫
又
奏
。

⑲
　
武
昌
府
に
収
貯
さ
れ
た
四
川
米
の
う
ち
、
約
九
千
石
が
福
建
へ
磁
器
さ
れ
て
い

　
る
。
同
右
、
乾
隆
八
年
正
月
是
月
、
湖
北
巡
撫
萢
環
又
奏
。

⑳
　
同
右
、
乾
隆
七
年
一
二
月
乙
未
、
四
川
巡
撫
碩
色
奏

　
　
川
省
連
歳
豊
稔
。
統
計
常
罵
†
・
掲
…
監
・
社
食
一
。
現
乱
天
貯
穀
二
百
山
ハ
十
ム
購
万
石
。

⑪
　
　
『
宮
中
椹
乾
葉
朝
奏
摺
』
第
一
輯
、
乾
隆
一
六
年
七
月
七
日
、
漸
江
巡
撫
永
貴
。

㊥
　
同
右
、
第
一
輯
、
乾
隆
一
六
年
七
月
二
七
日
、
漸
江
面
忘
田
浦
。

⑳
　
　
『
高
宗
実
録
』
乾
隆
一
六
年
八
月
戊
戌
、
上
諭
、
同
右
、
乾
隆
一
六
年
八
月
己

　
酉
、
上
諭
。

⑧
　
　
『
愉
口
中
縮
旧
乾
隆
湖
瑚
奏
摺
咽
』
餓
叩
一
癒
　
、
乾
隆
＝
六
年
八
月
二
五
門
口
、
湘
…
広
【
訟
軸
督
阿

　
里
褒
、
同
右
、
第
一
輯
、
乾
隆
一
六
年
八
月
二
五
日
、
江
西
巡
鐙
革
轄
。

㊥
　
同
右
、
第
～
輯
、
乾
隆
一
六
年
七
月
九
日
、
上
髭
総
督
阿
里
嚢
・
湖
南
巡
撫
楊

　
錫
絨
、
同
右
、
第
一
輯
、
乾
隆
一
六
年
八
月
製
日
、
湖
広
総
督
阿
里
套
。

⑭
　
同
右
、
八
月
四
巳
、
阿
里
褒
。

⑰
　
同
右
、
第
～
輯
、
乾
隆
～
六
年
七
竃
二
五
日
、
江
西
巡
史
論
轄
。

⑱
　
同
量
、
第
一
輯
、
乾
飯
一
六
年
七
月
二
四
日
、
江
南
河
道
総
督
高
斌
・
江
蘇
巡

　
撫
王
師
。

㊥
　
　
黛
尚
宗
実
録
臨
乾
隆
二
六
年
八
罵
壬
子
、
上
諭
。

⑩
　
　
『
宮
中
橘
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
一
輯
、
乾
隆
一
六
年
九
月
五
日
、
堀
江
巡
撫
永
貴
。

⑪
　
同
右
、
第
一
輯
、
乾
隆
一
六
年
七
月
二
一
臼
、
四
用
総
督
策
樗

　
　
按
冊
査
核
九
十
余
万
石
温
額
穀
内
。
近
水
次
面
可
擾
者
。
得
四
十
余
万
石
。
儘

　
　
数
可
以
備
掻
。
…
…
先
零
露
難
物
稗
近
之
区
。
無
論
常
監
。
酌
擾
穀
二
十
万

　
　
石
。
飾
行
各
該
道
。
雑
器
税
率
礫
米
。
以
聴
楚
省
運
往
。

⑫
　
聞
同
霜
、
第
一
輯
、
乾
鰯
一
六
年
八
月
四
コ
口
、
湖
朋
広
砥
縮
督
惜
歳
｛
裳

　
　
奉
旨
。
厳
令
川
督
臣
箆
鷺
。
辮
指
数
十
万
石
。
金
運
北
南
愚
論
。
則
所
有
北
省

　
　
擾
運
安
徽
米
五
万
石
。
及
先
綴
漸
江
之
五
万
石
。
豆
単
　
併
。
倶
将
川
園
補
倉
。

＠＠＠＠⑰⑱

前
編
⑭
、
阿
里
嚢
。

『
高
話
実
録
』
乾
隆
＝
ハ
年
九
月
戊
寅
、
上
諭

如
運
活
之
米
。
尚
未
出
楚
境
。
則
此
項
原
研
磁
器
湖
北
流
用
。
著
書
於
湖
北
収

貯
。
無
庸
運
交
漸
省
議
。

前
注
＠
、
策
携
。

同
工
、
白
搾

伏
査
。
川
省
此
時
新
米
尚
未
登
場
。
而
二
曲
知
下
游
需
米
。
運
往
出
境
者
多
。

各
処
米
価
。
倶
已
少
増
。
百
道
採
買
。

前
帯
⑫
、
阿
里
褒

或
採
訪
闘
川
米
多
価
賎
。
委
員
前
往
買
圓
備
貯
。
以
済
不
隣
緩
急
之
需
。

前
婦
＠
、
雪
曇

61　（737）



至
商
販
米
石
。
臣
前
恐
有
司
不
識
政
体
。
阻
留
邊
羅
。
…
…
今
臣
欽
遵
上
諭
。

再
加
厳
筋
。
並
出
示
焼
諭
。
碑
商
販
前
知
流
通
。
爺
無
知
官
吏
。
亦
無
所
施
其

阻
遇
之
伎
禰
夷
。

⑲

前
注
⑫
、
阿
里
衰

且
現
在
丁
重
委
員
。
費
銀
二
十
万
両
。
前
来
漢
鎮
採
買
。

62　（738）

四
　
倉
儲
政
策
と
米
価

　
雍
正
中
期
よ
り
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
倉
儲
政
策
は
、
清
朝
平
羅
政
策
の
流
れ
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
。
だ
が
、
膨
大
な
倉
儲
の
維
持
・
運

用
は
、
一
方
で
様
々
な
社
会
問
題
を
発
生
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
大
別
す
る
と
、
農
民
へ
の
負
撫
強
制
と
米
価
騰
貴
で
あ
る
。

　
米
穀
は
、
比
較
的
長
期
閲
保
存
が
可
能
な
穀
物
で
あ
る
が
、
長
年
の
貯
蔵
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
た
め
、
毎
年
一
定
量
の
旧
穀
を
更
新
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
倉
儲
が
肥
大
化
す
る
と
、
出
陳
易
新
の
規
模
も
拡
大
せ
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
、
経
済
全
体
か
ら
見
る
と
、
米
穀
の
商
品
化

↑
倉
儲
化
）
率
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
自
給
性
の
強
固
な
当
謄
の
農
業
構
造
の
下
で
は
、
農
産
物
の
商
品
化
率
は
市
場
価

格
に
対
し
て
非
弾
力
的
で
あ
り
、
農
民
は
ど
れ
だ
け
倉
穀
需
要
が
高
ま
っ
て
も
、
一
定
量
以
上
の
米
穀
を
販
売
し
た
が
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

農
民
に
対
す
る
旧
穀
の
強
制
売
付
け
、
新
穀
の
強
制
買
付
け
が
し
ば
し
ば
発
生
し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
な
る
と
、
漁
民
の
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
目
的
と
し
た
倉
儲
充
実
は
、
却
っ
て
人
民
の
苦
累
と
な
り
、
乾
隆
元
年
ご
ろ
よ
り
、
倉
皇
運
用
の
円
滑
化
を
求
め
る
声
が
盛
ん
に
な
り
出
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
売
買
強
制
の
禁
止
や
不
正
行
為
の
摘
発
を
主
張
す
る
の
が
精
一
杯
で
、
倉
儲
の
縮
少
を
説
く
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。　

ま
た
、
倉
儲
の
増
強
は
、
国
庫
に
退
蔵
さ
れ
て
い
た
大
量
の
銀
両
を
市
場
に
投
下
し
た
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
フ
レ
…
シ
ョ
ン
を
招
い
た
。
清

朝
が
平
羅
政
策
に
冷
淡
で
あ
っ
た
康
熈
年
間
、
特
に
そ
の
前
半
は
、
市
場
に
銀
が
不
足
し
、
米
価
は
大
変
賎
か
っ
た
。
毛
掻
來
よ
り
、
平
羅
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

策
が
開
始
さ
れ
る
と
、
米
価
は
徐
々
に
上
昇
し
、
乾
寒
期
に
は
、
米
価
の
恒
常
的
騰
貴
は
誰
の
囲
に
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
注
意
し
な
く
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
ら
な
い
の
は
、
康
熈
の
低
価
格
か
ら
乾
隆
の
高
価
格
へ
の
推
移
現
象
は
、
米
価
だ
け
で
な
く
諸
物
価
一
般
に
該
当
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。



清代前期の平羅政策（山本）

こ
の
事
は
、
乾
隆
の
米
価
騰
貴
が
、
供
給
側
か
ら
で
は
な
く
貨
幣
側
か
ら
発
生
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
更
に
、
米
価
騰
貴
は
、
倉
儲
の

増
加
だ
け
で
な
く
、
肥
大
化
し
た
倉
儲
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
起
こ
り
得
る
。
新
穀
収
買
の
際
、
市
場
に
投
下
さ
れ
た
銀
は
、
旧
穀
油

売
に
よ
っ
て
市
揚
か
ら
回
収
さ
れ
る
が
、
そ
の
間
、
銀
は
帯
場
内
部
を
駆
け
巡
り
、
貨
幣
量
を
増
大
さ
せ
、
イ
ン
フ
レ
を
惹
起
す
る
。
も
は
や
、

倉
儲
の
削
減
以
外
に
、
米
価
を
下
げ
る
方
法
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
国
家
が
行
っ
た
肥
壷
対
策
は
、
彌
縫
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
最
も
熱
心
に
行
わ
れ
た
の
は
、
主
穀
関
税

の
免
除
に
よ
る
流
通
促
進
策
で
あ
る
。
暴
馬
二
年
、
ま
ず
鰍
収
地
へ
の
食
糧
輸
送
に
対
す
る
免
税
が
実
施
さ
れ
、
乾
隆
七
年
に
は
、
米
豆
関
税

免
除
措
置
へ
と
発
展
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
諸
策
は
さ
し
た
る
効
果
を
上
げ
な
か
っ
た
た
め
、
乾
隆
一
三
年
置
は
、
永
久
免
除
か
ら
鰍
収
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

免
除
へ
と
後
退
し
、
乾
隆
二
六
年
に
至
っ
て
、
全
て
の
免
除
措
置
が
撤
廃
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
乾
隆
元
年
よ
り
、
造
酒
禁
止
に
よ
る
供
給
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
⑥

策
が
議
論
さ
れ
た
が
、
容
易
に
実
行
で
き
る
も
の
で
も
な
く
、
実
効
も
あ
ま
り
期
待
で
き
な
か
っ
た
。

　
米
貴
の
原
因
が
過
大
な
倉
穀
採
買
に
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
の
は
、
乾
隆
＝
一
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
同
年
一
二
月
一
二
瞬
、
皇
帝
は
督
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
上
諭
し
、
各
地
の
実
情
に
照
ら
し
て
米
貴
の
原
因
を
調
査
す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
の
中
で
、
皇
帝
は
、
蚕
豆
関
税
免
除
が
奏
効
し
な
か
っ
た

こ
と
を
率
直
に
認
め
、
考
え
得
る
原
因
と
し
て
、
圃
積
居
奇
、
戸
口
繁
滋
、
水
旱
偏
災
、
倉
儲
採
買
の
四
点
を
挙
げ
て
考
察
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、
前
三
者
は
、
現
在
の
恒
常
的
米
貴
の
主
因
と
は
藩
食
し
難
い
と
し
て
退
け
ら
れ
て
お
り
、
過
剰
な
倉
穀
採
買
が
潮
間
の
米
穀
需
給
を
逼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

迫
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
測
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
倉
儲
は
平
羅
政
策
の
要
で
あ
り
、
無
闇
に
削
減
す
る
訳
に
は
い
か

な
い
。
そ
れ
で
は
、
国
家
備
蓄
と
民
間
流
通
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
辺
り
で
保
つ
べ
き
か
。
こ
れ
が
皇
帝
の
諮
問
の
真
意
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
諮
問
に
対
し
、
各
省
督
撫
は
、
乾
隆
一
三
年
三
月
よ
り
続
々
と
答
申
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
護
理
安
徽
三
無
艀
酪
・
江
酉
巡
撫

開
泰
・
署
理
湖
北
巡
細
動
樹
葵
・
湖
南
巡
撫
楊
錫
絨
・
両
広
総
督
笠
置
な
ど
、
こ
れ
ま
で
倉
儲
の
重
点
的
拡
充
が
行
わ
れ
て
き
た
地
方
の
督
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
、
概
ね
幻
聴
の
暫
停
、
倉
儲
の
削
減
乃
至
は
現
状
維
持
、
制
度
の
弾
力
的
運
用
な
ど
を
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
、
雲
貴
総
督
張
允
随
も
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

富
麗
省
の
う
ち
商
品
流
通
が
活
発
な
地
域
で
は
、
走
査
を
停
止
す
べ
き
で
あ
る
と
進
言
し
て
い
る
。
同
年
六
月
・
七
月
越
は
、
福
建
巡
撫
雲
壌

63　（739）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

築
・
雲
南
巡
撫
図
爾
柄
阿
・
両
江
総
督
罪
維
善
も
、
採
買
暫
停
学
に
同
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
河
南
巡
撫
風
色
・
貴
州
按

察
使
介
錫
周
・
甘
粛
巡
撫
黄
廷
桂
・
陳
西
郡
撫
陳
宏
謀
な
ど
、
米
穀
流
通
が
未
発
達
な
周
辺
地
域
の
地
方
官
は
、
倉
儲
政
策
と
米
価
騰
貴
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

関
連
を
否
定
し
、
採
買
の
続
行
を
支
持
す
る
発
言
を
し
て
い
る
。
各
督
撫
の
発
言
か
ら
、
倉
儲
政
策
が
米
穀
需
給
を
逼
迫
さ
せ
て
い
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

東
南
諸
省
、
特
に
倉
儲
の
強
化
が
厳
し
か
っ
た
産
米
諸
省
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
以
上
の
答
申
を
踏
ま
え
、
乾
隆
帝
は
倉
儲
政
策
の
修
正
に
乗
り
出
す
。
専
用
一
三
年
七
月
、
常
平
倉
に
備
蓄
す
べ
き
米
穀
の
基
準
額
が
、
康

熈
・
早
早
の
旧
額
に
戻
さ
れ
、
旧
額
を
満
た
し
て
い
る
倉
儲
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
採
買
が
中
止
さ
れ
、
馬
糧
穀
は
漸
次
出
質
す
る
こ
と
と
な

　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

つ
た
。
闊
七
月
に
は
、
康
煕
・
雍
正
年
間
の
楚
額
お
よ
び
現
時
点
で
の
実
存
量
・
羅
借
量
・
羅
価
額
に
つ
い
て
の
調
査
が
開
始
さ
れ
、
八
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

は
、
と
り
あ
え
ず
、
不
要
の
買
穀
用
銀
両
を
州
県
庫
よ
り
布
政
司
庫
に
提
貯
さ
せ
て
い
る
。

　
常
平
倉
調
査
は
、
＝
一
月
に
は
集
計
が
完
了
し
、
現
在
一
九
省
で
は
、
雍
正
の
定
額
よ
り
も
一
四
三
一
万
石
多
い
穀
三
三
七
九
万
石
を
、
定

額
と
し
て
存
上
す
べ
き
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
う
ち
、
有
余
省
は
、
直
隷
・
江
蘇
・
江
西
・
湖
北
・
湖
南
・
山
西
・
広

西
・
安
徽
・
山
東
・
四
川
・
雲
南
・
陳
西
・
福
建
・
広
東
・
貴
州
の
一
五
省
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
盗
五
穀
を
漸
次
出
土
し
、
価
銀
を
布

政
司
庫
に
提
解
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
　
一
方
、
不
足
省
は
、
奉
天
・
漸
江
・
河
南
・
甘
粛
の
細
螺
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
補
倉
が

許
さ
れ
た
。
な
お
、
例
外
的
措
置
と
し
て
、
辺
境
地
帯
に
属
す
る
雲
南
・
陳
西
・
甘
粛
で
は
、
乾
隆
の
定
額
が
基
準
と
藩
倣
さ
れ
、
商
品
流
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
未
発
達
な
福
建
・
広
葉
・
貴
州
で
は
、
現
貯
数
の
維
持
が
認
め
ら
れ
た
。
翌
一
四
年
三
月
に
も
、
雍
正
の
旧
型
に
照
ら
し
て
濫
遡
及
約
一
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

万
石
を
削
減
す
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
乾
干
一
四
年
よ
り
、
濫
額
穀
の
整
理
が
重
要
な
政
治
課
題
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
中
央
政
府
の
決
定
が
下
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
省
督
撫
は
、
自
省
の
黒
質
が
削
減
さ
れ
る
の
に
は
抵
抗
を
示
す
。
た
と

え
ば
、
一
四
年
二
月
、
湖
南
巡
節
黒
泰
は
、
湖
南
省
の
倉
儲
は
近
隣
各
省
を
平
羅
す
る
役
割
を
も
損
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
盗
額
穀
削
減
は
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

須
の
地
方
の
み
に
と
ど
め
て
欲
し
い
と
奏
請
し
、
皇
帝
も
、
新
た
な
採
買
さ
え
し
な
け
れ
ば
現
状
を
維
持
し
て
よ
い
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

許
可
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
一
四
年
八
月
置
山
東
巡
撫
準
泰
は
、
本
年
の
豊
作
を
理
由
に
、
義
倉
の
挙
行
を
願
い
出
た
。
こ
う
し
た
動
向
の
中
、
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清代中期米穀備蓄量の推移
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1850

逡
二
一c
磨j

八
月
に
は
、
前
年
一
二
月
の
削
減
案
は
修
正
さ
れ
、
山
東
・

一
三
三
省
は
現
状
を
維
持
し
、
直
隷
・
江
蘇
・
安
徽
・
江
西
・

河
南
・
山
西
・
甘
粛
七
省
は
増
減
不
一
な
の
で
、
省
内
で
融

通
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
多
貯
の
地
域
は
、
少
貯

の
地
域
へ
濫
額
穀
を
送
る
こ
と
と
し
、
輸
送
が
困
難
な
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
の
み
、
こ
れ
を
羅
売
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
　
一
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
は
、
広
西
が
、
濫
額
穀
の
出
羅
と
掲
納
の
停
止
を
決
定
し
、

四
川
も
多
貯
地
域
か
ら
少
弐
地
域
へ
の
融
通
が
困
難
で
あ
る

と
し
て
、
濫
額
穀
六
二
万
石
を
漸
次
出
羅
す
る
こ
と
に
同
意

　
⑱

し
た
。
し
か
し
、
他
に
出
羅
を
申
し
出
る
省
は
な
か
っ
た
。

盗
額
穀
は
、
乾
隆
一
六
年
漸
東
平
羅
の
際
に
も
見
ら
れ
た
よ

う
に
、
常
平
倉
儲
の
一
部
と
し
て
機
能
し
続
け
、
乾
隆
一
四

年
の
倉
儲
改
革
は
、
形
骸
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
後
、
倉
儲
備
蓄
量
は
、
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
逓
年
増

加
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
乾
隆
二
四
年
三
月
に
は
、
湖
南
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
常
平
倉
穀
は
一
四
四
万
石
に
達
し
、
そ
の
内
、
濫
額
穀
は

　
　
　
　
　
　
　
㊧

二
六
万
石
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
、
湖
南
は
更
に
二
〇
一
三
〇

万
石
程
度
の
採
買
を
願
い
出
て
お
り
、
皇
帝
も
、
米
価
騰
貴

さ
え
招
来
し
な
け
れ
ば
倉
儲
を
増
強
し
て
も
よ
い
と
答
え
て
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㊧

い
る
。
も
は
や
、
一
〇
年
前
の
改
革
案
は
、
反
故
と
化
し
て
い
た
。

　
全
国
規
模
で
も
、
倉
番
の
増
加
傾
向
は
観
察
さ
れ
る
。
乾
隆
五
年
＝
月
、
次
第
に
充
実
し
つ
つ
あ
っ
た
倉
儲
を
効
果
的
に
運
用
す
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

皇
帝
は
、
全
国
の
人
口
数
お
よ
び
総
備
蓄
工
数
の
調
査
を
開
始
し
た
。
『
清
実
録
』
に
は
、
乾
隆
六
年
（
一
七
四
一
年
）
よ
り
道
光
三
〇
年
（
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

五
〇
年
）
ま
で
約
一
世
紀
間
の
民
意
端
数
統
計
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
れ
に
よ
る
と
、
論
詰
数
は
、
乾
書
初
の
約
三
千
万
石
か
ら
次
第
に
増

加
し
、
乾
隆
後
期
に
は
約
四
千
万
石
に
、
更
に
乾
鳥
末
に
は
四
千
五
百
万
石
前
後
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
嘉
慶
年
間
に
入
る
と
、
備
蓄
量
は
急

激
に
減
少
し
、
そ
の
後
は
乾
癬
初
の
レ
ベ
ル
で
推
移
し
て
い
る
（
前
篇
）
。
雍
正
中
期
よ
り
開
始
さ
れ
た
倉
儲
政
策
は
、
乾
隆
末
年
に
至
る
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

一
貫
し
て
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
連
動
し
て
、
米
価
も
ま
た
上
昇
の
一
途
を
辿
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
倉
皇
政
策
を
米
穀
市
場
と
切
り
離
し
て
逐
行
ず
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
、
考
え
得
る
方
法
と
し
て
、

摘
納
補
倉
案
お
よ
び
戯
留
照
臨
補
倉
案
が
あ
っ
た
。
前
者
は
、
康
煕
年
間
よ
り
既
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
倉
儲
政
策
開
始
期
に
議
論
と
な
っ
た

晦
・
摘
納
に
応
じ
薯
は
少
な
か
・
た
し
・
劇
毒
を
行
つ
者
が
現
地
の
業
繋
で
窺
書
購
入
す
れ
ぼ
米
価
対
策
と
は
な
り
得
な
い
こ
と
は
認

識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
後
老
は
、
乾
隆
八
年
に
一
度
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
漕
糧
を
戯
留
し
た
だ
け
北
京
へ
の
食
糧
供
給
を
減
少
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
算
道
的
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
結
局
、
両
案
と
も
、
倉
儲
政
策
の
中
核
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。

①
　
『
高
宗
実
録
睡
乾
隆
元
年
立
諌
事
亥
、
上
諭

　
積
貯
平
羅
之
法
。
原
以
便
民
。
乗
懸
各
省
州
県
。
戸
倉
穀
出
入
。
尭
有
派
累
百
姓

　
者
。
当
出
羅
目
時
。
則
派
単
令
其
納
銀
。
領
穀
若
干
。
及
買
補
山
隠
。
則
派
単
令

　
其
納
穀
。
領
銀
若
干
。
納
銀
則
収
書
重
取
其
灘
余
。
領
穀
則
倉
得
大
麟
其
勒
抑
。

　
等
差
以
覆
欄
之
穀
。
充
為
乾
潔
。
小
民
強
勢
。
不
敢
不
領
。
惟
有
隠
忍
賠
累
物
已
。

②
　
隅
右
、
上
諭
、
同
右
、
乾
隆
二
年
一
二
月
丁
酉
、
上
諭
、
間
右
、
乾
隆
二
三
七

　
月
賦
亥
、
大
学
士
管
漸
漸
総
督
械
曾
箔
、
同
右
、
乾
隆
三
年
二
月
甲
午
、
直
隷
総

　
督
李
衛
、
同
右
、
乾
隆
三
年
四
月
丁
酉
、
大
学
士
管
川
映
総
督
査
郎
阿
、
な
ど
。

③
以
上
、
米
価
動
向
に
つ
い
て
は
、
中
山
、
前
掲
論
文
に
拠
っ
た
。
乾
隆
期
の
米

　
価
騰
畳
に
つ
い
て
、
中
山
氏
は
、
長
期
的
な
米
不
足
の
傾
向
が
、
米
の
國
積
や
移

　
出
に
よ
っ
て
一
時
に
露
呈
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

④
　
中
山
美
緒
「
糊
代
前
期
江
南
の
物
価
動
向
」
『
東
洋
史
研
究
』
三
七
一
照
　
一

　
九
七
九
年
。

⑤
番
坂
昌
紀
「
乾
隆
代
前
期
に
お
け
る
関
税
主
穀
税
免
除
例
に
つ
い
て
」
『
文
化
』

　
三
二
一
四
　
一
九
六
九
年
。

⑥
　
川
久
保
悌
郎
「
清
謹
聴
隆
初
年
に
お
け
る
焼
鍋
禁
止
論
議
に
つ
い
て
」
弘
前
大

　
学
『
人
文
社
会
』
三
三
　
一
九
六
四
年
。

⑦
『
高
宗
実
録
』
乾
隆
．
＝
一
年
＝
一
月
戊
辰
、
上
諭
。
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⑧
　
同
右
、
上
論

　
　
若
謂
康
煕
年
間
。
倉
儲
有
銀
無
題
。
雍
正
年
間
。
門
経
整
飾
。
尚
未
詳
備
。
今

　
　
則
処
処
積
翠
。
年
年
採
買
。
民
間
所
出
。
半
入
倉
炭
。
三
二
致
妨
民
食
。
此
説

　
　
似
月
切
近
。

⑨
　
同
右
、
興
隆
一
三
年
三
月
是
月
、
護
上
安
徽
巡
撫
布
腰
使
襲
職
覆
嚢

　
　
糧
貴
關
由
戸
口
鉄
壁
。
而
連
年
採
買
過
多
。
実
種
切
近
。
…
…
不
惑
暫
停
附
合
。

　
同
右
、
乾
隆
＝
二
年
三
月
是
月
、
江
西
巡
撫
開
泰
覆
奏

　
　
請
各
省
倉
穀
。
騒
借
受
少
。
歳
界
磁
七
分
以
上
者
。
傍
於
本
省
採
買
。
個
懸
鉄

　
　
数
多
。
歳
収
在
七
分
以
下
。
請
一
塁
監
。
専
帰
本
省
。
交
納
本
色
。
視
足
額
為

　
　
限
。
再
田
部
蔓
返
。

　
同
右
、
乾
隆
＝
一
　
年
三
月
是
月
、
署
理
湖
北
巡
撫
彰
樹
葵
覆
奏

　
　
今
欲
価
平
。
必
酌
減
官
買
。
…
…
請
凡
常
平
倉
原
賠
穀
。
有
全
不
足
額
装
六
分

　
　
以
下
者
。
傍
採
買
。
其
買
有
十
之
六
七
井
額
外
添
貯
。
倶
暫
停
。

　
岡
右
、
乾
隆
＝
二
年
三
月
是
帰
、
湖
南
巡
撫
揚
錫
紘
覆
奏

　
　
即
以
湖
山
閑
曇
口
之
。
州
県
之
倉
。
右
一
貯
五
山
ハ
万
血
側
。
府
倉
み
眉
貯
七
八
万
者
。
み
木
｛
兄

　
　
過
多
。
応
飾
各
省
将
定
額
再
加
細
核
。
有
過
多
者
。
酌
裁
十
之
一
二
。
已
買
足

　
　
者
。
於
平
群
蒔
。
存
銀
帰
庫
。
未
載
足
者
。
即
不
必
再
買
。

　
附
右
、
乾
隆
二
一
一
年
三
月
是
月
、
両
広
総
督
策
携
覆
奏

　
　
請
将
各
省
常
平
倉
穀
。
総
以
現
在
存
倉
之
数
為
額
。
其
四
照
　
不
通
水
路
之
州
県
。

　
　
知
存
穀
不
敷
。
統
在
各
該
省
現
存
数
内
掻
補
。
此
後
不
必
再
認
。

⑩
轟
右
、
乾
隆
＝
盤
年
三
月
是
月
、
雲
貴
総
督
張
允
随
覆
爽

　
　
救
時
急
務
。
莫
如
暫
停
採
買
。
著
停
之
議
。
止
横
行
於
東
南
雪
平
。
商
賛
四
達

　
　
之
区
。
不
可
行
於
岸
辺
暖
地
。
舟
糧
不
通
之
所
。

⑪
　

門
圃
右
、
乾
隆
…
一
一
二
年
六
月
是
月
、
驚
倒
建
巡
肝
煎
田
川
簗
又
湊

　
　
近
因
子
宝
及
投
摘
監
穀
。
予
価
日
昂
。
…
…
応
酌
停
宮
買
。
以
絹
穀
抵
充
。

　
岡
右
、
乾
隆
一
三
年
六
月
二
月
、
雲
南
中
幕
図
辞
柄
阿
拳
螺

　
　
篇
以
為
除
沿
辺
各
省
。
照
額
買
貯
外
。
其
内
地
各
省
未
買
之
額
穀
。
似
可
暫
停
。

　
瞬
右
、
乾
隆
一
三
年
七
月
是
月
、
両
江
総
督
歩
継
善
覆
奏

　
　
可
知
採
買
特
米
貴
之
一
端
。
応
将
巳
足
来
者
。
加
謹
収
貯
。
琢
庸
多
増
。

⑫
嗣
右
、
乾
隆
＝
二
年
正
月
是
月
、
河
南
巡
撫
碩
農
繁
奏
。
同
右
、
乾
隆
　
三
年

　
三
月
是
月
、
貴
州
按
察
使
介
錫
周
又
奏
。
同
右
、
乾
隆
～
三
年
落
月
是
月
、
甘
粛

　
巡
撫
口
薬
桂
覆
奏
。
同
右
、
乾
繭
一
三
年
六
月
癸
亥
、
陳
西
巡
撫
陳
宏
謀
覆
奏
。

⑭
　
以
上
の
論
議
に
つ
い
て
は
、
全
鐙
摺
「
乾
隆
十
三
年
的
米
貴
問
題
」
『
慶
祝
李

　
済
先
生
七
十
歳
論
文
集
』
上
　
一
九
六
五
年
（
全
『
申
岡
経
済
史
論
叢
』
二
　
一

　
九
七
二
年
）
、
香
坂
、
前
掲
論
文
、
岸
本
、
前
掲
論
文
、
な
ど
も
参
照
。

⑭
『
高
宗
実
録
』
乾
隆
＝
二
年
七
月
丁
酉
、
上
諭

　
　
不
得
不
将
直
省
常
平
穀
数
。
斜
酌
変
逓
。
悉
準
康
煕
雍
正
年
間
旧
額
。
…
…
若

　
　
旧
額
已
足
。
即
可
不
必
採
買
。

　
同
右
、
乾
隆
二
二
年
七
月
辛
丑
、
上
諭

　
　
直
省
常
平
貯
穀
之
数
。
応
悉
准
康
煕
雍
正
年
間
暇
額
。
其
加
貯
者
。
以
次
出
潔
。

　
　
至
原
額
而
止
。

⑯
岡
右
、
夏
鳶
＝
二
年
閏
七
月
乙
丑
、
上
諭

　
　
可
伝
写
該
挙
上
等
。
将
康
煕
雍
正
年
総
額
数
若
干
。
及
該
省
現
年
箋
存
若
干
。

　
　
耀
僧
若
干
。
現
存
懸
軍
若
干
。
査
明
確
数
。
逐
一
分
断
。
即
繕
清
遊
具
奏
。

⑯
　
岡
右
、
乾
隆
一
三
年
八
月
細
殿
、
上
諭
。

⑰
同
右
、
乾
隆
＝
誕
年
　
二
月
瓢
箪
、
大
学
士
等
総
譜

　
　
臣
等
遵
査
。
直
営
常
平
倉
貯
。
廉
照
年
未
経
全
数
定
額
。
応
請
照
雍
正
年
旧
．
額

　
　
為
準
。
惟
雲
階
極
辺
。
不
雲
水
次
。
西
安
・
甘
量
子
辺
。
兼
備
軍
精
。
此
三
省

　
　
雍
正
年
亦
未
定
額
。
応
黙
坐
隆
年
所
定
額
為
準
。
又
福
建
・
広
東
・
貴
州
三
省
。

　
　
山
海
之
地
。
商
販
不
逓
。
墨
黒
宜
裕
。
灘
酒
乾
隆
年
定
額
多
鼻
翼
。
而
較
雍
正

　
　
旧
額
則
有
余
。
酌
量
概
形
。
請
即
以
現
存
毒
酒
為
定
．
鞭
。
英
余
各
省
。
悉
照

　
　
雍
正
順
額
。
通
計
一
十
九
省
。
応
貯
穀
三
チ
三
百
七
十
九
万
二
千
三
百
三
十
石

　
　
零
。
較
之
乾
隆
年
定
額
。
計
減
一
千
四
百
三
十
一
万
八
千
三
百
余
石
。
…
…
至

　
　
各
省
有
余
不
足
之
数
。
直
隷
・
江
蘇
・
江
西
・
湖
北
・
湖
南
・
山
西
・
広
酋
・
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安
徽
・
山
東
・
四
川
・
雲
南
・
西
安
・
福
建
・
広
東
・
貴
州
十
五
省
。
皆
額
外

有
余
。
奉
天
・
漸
江
・
河
南
・
甘
十
四
省
。
皆
額
内
不
足
。
其
有
余
省
分
。
応

将
現
在
濫
額
穀
及
出
借
徴
悪
縁
穀
。
以
次
出
営
。
将
価
提
貯
司
庫
。
報
部
酌

嬢
。
不
足
省
分
。
現
有
徴
収
地
米
及
収
掲
本
色
。
応
漸
次
補
足
。
琢
庸
隣
国
擾

運
。詞

右
、
乾
隆
～
四
年
三
月
庚
午
、
大
学
士
等
議
覆

応
遵
前
旨
。
以
雍
正
年
闘
倉
貯
旧
額
為
準
。
通
計
減
穀
千
有
余
万
石
。

岡
右
、
花
隆
一
四
年
二
月
是
月
、
湖
南
畢
生
上
半
奏

湖
南
産
米
之
郷
。
歳
選
評
余
。
自
撰
隆
三
年
後
。
通
計
豊
国
各
省
穀
。
一
百
七

十
五
万
石
有
奇
。
所
貯
原
不
届
為
本
省
計
。
…
…
現
勧
隷
属
。
有
必
須
黒
棚
之

勢
。
量
行
減
糀
。
不
得
籍
口
濫
騙
。
得
旨
。
覧
奏
。
可
謂
留
心
積
貯
。
朕
上
原

令
旧
地
制
宜
。
湖
南
既
属
産
米
之
郷
。
則
多
坐
業
資
隣
省
。
実
為
有
益
也
。
優

不
必
更
加
於
此
期
得
夷
。

同
右
、
乾
隆
一
四
年
八
月
乙
巳
、
上
諭
。

問
右
、
乾
果
一
四
年
八
月
辛
丑
、
大
学
二
等
議
奏

臣
等
酌
議
。
除
山
棄
・
映
西
二
省
。
通
計
酌
派
。
業
巴
儲
備
有
資
。
母
庸
再
議

外
。
其
直
隷
・
江
蘇
・
安
徽
・
江
西
・
河
南
・
山
西
・
甘
藷
等
七
省
。
倶
有
応

増
応
序
盤
数
。
…
…
臣
一
議
請
。
将
該
爆
薬
減
生
所
。
擾
於
割
増
処
所
。
総
於

額
穀
数
内
。
察
看
通
省
情
形
。
哀
多
益
寡
。
通
融
派
貯
。
当
所
擾
之
穀
。
如
或

輕
運
維
銀
。
脚
費
不
等
。
即
響
応
細
謹
。
軒
数
出
耀
。

岡
右
、
鞄
隆
　
四
年
＝
月
甲
戌
、
護
理
広
西
巡
撫
李
錫
秦
奏
称

　
　
難
儀
常
平
倉
穀
。
既
三
滝
議
。
照
雍
正
年
聞
旧
里
為
準
。
溢
額
之
穀
。
行
令
出

　
　
羅
。
…
…
所
有
木
再
主
穀
。
応
於
乾
隆
十
五
年
停
止
。

⑳
　
慰
籍
、
乾
鰯
～
四
年
一
一
月
間
月
、
四
川
総
督
策
楊
奏
。

⑳
　
同
右
、
乾
隆
二
四
年
三
刃
是
月
、
湖
南
巡
楽
師
伝
奏

　
　
湖
南
産
米
之
郷
。
通
省
常
平
倉
額
貯
。
共
存
正
額
溢
穀
及
各
案
加
買
穀
。
百
四

　
　
十
西
万
四
千
余
石
。

㊧
同
右
、
薦
鉛
管
奏

　
　
湖
｛
隅
省
潅
額
穀
。
　
二
十
六
万
七
ノ
†
離
石
。

⑳
　
同
冶
、
輪
軸
一
一
四
年
七
月
是
月
、
湖
南
布
政
認
許
松
借
奏

　
　
湖
南
十
三
単
調
偶
及
蝶
理
霊
庁
。
地
方
遼
闊
。
統
計
倉
掛
。
不
過
一
百
四
十
余

　
　
万
石
。
朱
為
充
裕
。
本
年
秋
収
豊
稔
。
請
動
用
幣
銀
。
分
作
一
一
　
年
。
採
買
穀

　
　
一
一
三
十
万
石
。
分
貯
附
近
初
次
各
州
県
備
層
。
得
旨
。
自
係
応
行
者
。
但
不
致

　
　
価
湧
可
耳
。

⑳
　
同
右
、
乾
隆
五
年
一
一
月
戊
辰
、
上
諭
。

⑱
梁
方
仲
『
中
國
歴
代
戸
口
・
田
地
・
田
賦
統
計
』
　
一
九
八
○
年
、
二
五
〇
1

　
二
五
四
頁
。

⑳
　
岸
本
、
前
掲
論
文
、
一
八
頁
。

⑳
た
と
え
ば
、
『
宮
中
橘
雍
正
朝
奏
摺
』
第
二
六
輯
、
無
年
月
（
雍
正
一
〇
年
一

　
一
月
1
雍
正
一
二
年
八
月
）
、
湖
北
按
舞
使
王
柔
。

⑳
　
　
『
高
宗
実
録
』
乾
隆
八
年
七
月
骨
頭
、
御
史
沈
廷
芳
奏
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
国
家
が
経
済
に
関
与
す
る
こ
と
に
比
較
的
冷
淡
で
あ
っ
た
清
朝
が
、
積
極
的
な
平
羅
政
策
を
開
始
す
る
の
は
、
康
熈
末
頃
か
ら
で
あ
る
。
雍

正
初
期
に
は
、
採
買
政
策
に
重
心
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
買
付
け
先
で
米
価
騰
貴
を
招
く
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
粛
正
中
期
以
降
、
倉
儲
政
策
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に
力
が
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
倉
儲
政
策
の
採
用
に
よ
り
、
特
定
地
域
の
米
価
騰
貴
は
回
避
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
米
貴
が
全
国

に
拡
散
す
る
と
い
う
新
た
な
問
題
が
発
生
し
た
。
そ
れ
で
も
、
倉
儲
政
策
は
、
米
価
の
漸
増
を
伴
い
な
が
ら
、
興
隆
末
ま
で
一
貫
し
て
推
進
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
採
買
政
策
を
実
施
可
能
な
ら
し
め
た
経
済
的
条
件
は
、
清
初
に
お
け
る
社
会
的
分
業
（
地
域
間
分
業
）
の
一
定
の
展
開
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
長
江
流
域
に
お
い
て
見
れ
ば
、
下
流
デ
ル
タ
地
域
で
は
木
綿
や
生
糸
な
ど
の
繊
維
手
工
業
が
発
達
し
、
中
上
流
域
は
穀
倉
地
帯
と
し
て

開
発
が
進
行
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
江
漸
地
域
は
常
に
相
対
的
米
不
足
を
き
た
し
、
湖
広
な
ど
よ
り
米
穀
を
移
入
し
て
い
た
。
季
衛
の
当
選
政

策
は
、
上
記
の
手
工
業
と
四
川
の
米
作
と
の
分
業
関
係
に
着
眼
し
、
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
漸
西
の
食
糧
事
情
を
緩
和
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
星
羅
一
四
川
間
の
流
通
は
あ
ま
り
活
発
で
は
な
く
、
鞘
口
を
結
節
点
と
し
て
ゆ
る
や
か
な
市
場
統
合
が
な

さ
れ
て
い
た
程
度
で
あ
る
か
ら
、
四
川
で
の
大
規
模
な
巴
里
は
、
四
川
市
場
に
強
度
の
緊
張
を
も
た
ら
し
た
。
四
川
で
は
、
大
量
の
銀
が
流
入

し
た
こ
と
に
よ
づ
て
米
価
が
騰
貴
し
、
最
終
的
に
は
邊
羅
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
至
っ
た
。
か
く
し
て
、
李
衛
の
採
買
は
挫
折
し
た
の

で
あ
る
。

　
李
衛
の
採
買
と
前
後
し
て
、
清
朝
は
本
格
的
に
倉
儲
政
策
に
取
り
組
み
始
め
る
。
倉
儲
政
策
の
利
点
は
、
市
場
に
対
し
て
柔
軟
に
関
与
す
る

こ
と
が
で
き
、
米
価
の
局
地
的
騰
貴
を
回
避
で
き
る
と
い
う
安
全
性
に
あ
っ
た
。
逆
に
、
欠
点
は
、
大
量
の
倉
穀
を
確
保
し
、
こ
れ
を
常
に
更

新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
経
済
性
に
あ
っ
た
。
清
朝
は
、
結
局
経
済
性
を
捨
て
て
安
全
性
を
採
っ
た
の
で
あ
る
が
、
興
隆
末
ま
で
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

政
が
極
め
て
健
全
で
あ
っ
た
た
め
、
不
経
済
性
は
顕
在
化
せ
ず
、
倉
儲
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
倉
儲
政
策
は
、
碧
雲
政
策
の
よ
う
に
市
場
に
強
い
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
市
場
と
の
関
係
が
断
絶
し
た
訳
で
は
な
い
。
産
米

地
の
常
平
倉
が
重
点
的
に
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
倉
儲
政
策
も
ま
た
、
地
域
間
分
業
に
立
脚
し
な
が
ら
実
施
さ
れ

て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
総
体
的
物
価
上
昇
と
い
う
新
た
な
問
題
を
惹
起
し
て
い
た
。
た
だ
、
そ
の
現
れ
方
が
、
採
買
政
策
の
場
合
ほ
ど
劇

的
で
は
な
く
、
隠
微
に
進
行
し
た
た
め
、
倉
儲
の
欠
陥
は
あ
ま
り
深
刻
に
は
意
識
さ
れ
ず
、
倉
儲
改
革
も
成
功
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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で
は
、
清
朝
は
何
故
不
経
済
な
倉
儲
政
策
を
選
択
し
、
米
貴
が
表
面
化
し
た
後
も
こ
れ
に
固
執
し
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
推
論
を
交
え
な

が
ら
管
見
を
提
示
す
る
な
ら
、
清
代
中
国
の
経
済
体
制
は
、
す
で
に
ゆ
る
や
か
な
地
域
間
分
業
が
展
開
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
当

局
が
商
品
市
場
に
積
極
的
に
介
入
し
て
地
方
自
身
の
経
済
的
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
を
か
た
く
な
に
排
除
し
た
と
こ
ろ
に
、
最
大
の
特
徴
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
国
家
は
、
既
存
の
地
域
間
分
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
是
認
し
、
産
米
地
方
の
遇
羅
に
対
し
て
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
で
い

る
。
し
か
し
、
分
業
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
許
さ
ず
、
需
米
地
方
の
恒
常
的
採
買
計
画
は
、
結
局
成
功
し
な
か
っ
た
。
国
家
は
、
商

昂
当
無
に
対
し
て
、
あ
く
ま
で
中
立
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
救
荒
政
策
の
範
囲
を
越
え
て
、
漸
江
省
当
局
が
、
漸
酉
の
養
蚕
・
製
糸
業
へ
の

特
化
を
推
進
す
べ
く
、
食
提
の
恒
常
的
移
入
を
行
う
こ
と
も
、
四
川
省
当
局
が
、
主
穀
販
売
を
通
し
て
銀
流
入
を
図
る
こ
と
も
、
中
央
政
府
に

は
認
め
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
清
朝
は
、
地
方
当
局
の
経
済
的
自
立
を
許
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
清
朝
の
流
通
統
制
に
対
す
る
禁
欲
的
態
度

は
、
結
果
的
に
は
、
農
民
的
市
場
の
自
生
的
発
達
を
保
障
し
た
も
の
の
、
国
家
に
よ
る
社
会
的
分
業
推
進
の
機
会
を
自
ら
放
棄
し
て
し
ま
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
に
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
歯
腔
の
採
買
政
策
は
、
四
川
米
採
買
を
恒
常
的
に
実
施
し
よ
う
と
試
み
た
点
で
、
す
で
に
平
羅
政
策
の
域
を
越
え
、
食
糧
管
理
政
策
に
踏
み

込
ん
で
い
た
。
中
立
的
姿
勢
を
維
持
し
な
が
ら
、
市
場
に
介
入
し
て
漁
業
政
策
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
大
規
模
な
倉
儲
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
以
外
に
、
方
法
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
富
加
の
倉
儲
政
策
で
あ
る
。
雨
露
の
平
野
政
策
は
、
放
任
か
ら
採
買
へ
、
そ
し
て
直
ち
に

倉
儲
へ
と
推
移
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
中
国
に
お
い
て
、
地
方
権
力
が
自
立
化
し
、
独
自
の
経
済
政
策
を
行
い
始
め
る
の
は
、
開
港
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

　
①
　
加
藤
繁
「
浩
…
朝
後
期
の
財
政
に
就
い
て
」
舶
藤
『
支
那
経
済
史
考
証
』
下
　

一
　
　
　
　
　
参
照
。

　
　
九
五
三
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
黒
田
明
伸
「
清
末
湖
北
省
に
於
け
る
幣
制
改
革
！
i
経
済
装
置
と
し
て
の
省
権

　
②
　
以
上
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
開
港
以
前
の
中
国
棉
紡
織
業
－
日
本
と
　
　
　
　
　
カ
ー
」
『
爽
洋
史
研
究
』
照
一
－
三
　
｝
九
八
二
年
。

　
　
の
技
術
比
較
を
中
心
に
一
」
『
歴
史
の
理
論
と
教
育
』
六
九
　
一
九
八
七
年
、
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OfEcial　Control　of　Rice（ρ初8鹿αo，平耀）in　the　Early

　Qing：from　the　policy　of　buy籏g　up（cai－1・nai，採買）

　　　　　　　　　to　that　of　storage　（cang－ches，　Argti）

by

Susumu　Yamamoto

　　OMcial　，　control　of　rice　’was　the　most　important　economic　policy　in

the　early　Qing．　lt’was　intended　to　1〈eep　the　balance　between　tke・

demand　and　supply　of　rice，　in　response　to　the，increasingly　developing

interlocai／　division　of　labor．

　　The／．proviSions　commenced　on　a　large　scale　at’the　epd　of　the　Kang－xi

era；　’ hn　the”eatly．　Yon’ 〟|zheng　era’，’　a’　policy　was　purstted・．，whereby　the

state．urgently　brought’a・large　amount　of’rice．・into　districts’　that　where

short　of　sゆply．．ih　tim畠s．of　scarcity（cai－mai，採買）．　However，　this　soon．

prbved’tb　be　problematic　because　of　violent　and　frequent　rises’　in　the

price　of”　rice　in　l　the　rice－parchasing　districts．　After’　the　mid－Yong－zlieng

era，　the　e血phasis　of　the　policy　shifted　fro皿buyihg　up：rice（cai－mai）to．

the　storihg　of　rice　iロwarehouses（chang－Pingtcang，．．常．平倉）．　during　the．

moderat6．．　pric6　yeats　b夕．．．．七he　Iocal　authotities（caタ・zg－chu，二二）．　Thus，．

the．・pric’e　rises　in　particular　districts’were　avoided．　As　a・result　of　this，

hbW’ever｝．　the・／　Price　increases　became　nationalized，．’　and　there　were

arguments’for　the　reduction　of．the　cang－chu　in　the　early．．Qian－long

era．，

　　Although　the　reduction’　was　granted，’it　was　not’put　into．practice．

The　cang－chu・waS　’consistently　enforced　until　the　end’of　the．Qian－long

era｝　with　a　steady　increase，in　the’．　price　of　rice．，

　　These，analyses　make　’it／clear　that　the　Qlng　dynasty　adopted　the　safe，

btit　wasteful’，．policy・’　of　cang－chtt　instead　of　the　economical　policy　of’

buying　up　rice　・（cai－mai），in　order　to　deter／the　local’．authorities　from．

being　de－centralized．・　・

（827）




